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は
し
が
き

'

「

ニ
〇
世
紀
は
組
織
の
時
代
で
あ
る

」

と
い
わ
れ
る
。

「

個
人
が
単
独
：で
、
周 

©
の
人
.々

の
助
け
を
か
り
ず
に
、

大
事
業
.を
な
し
.と
げ
る
時
代
は
.急
速
に
す
ぎ 

つ
.つ
.あ
る
。
.
す
べ
て
の
大
事
業
は
皿
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
つ
.，

C
1

)

つ
あ
る」

と
は
、
今
世
紀.の
は
じ
め
に
、
チ.丨
ラ
ー
が
い?.
た
言
葉
で
あ
る.
0 

管

理(administration)

.と
の
：関
連
に
ぉ.い
も
ば
、
公
式
組
織.

(
f
o
r
m
a
l

 

o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
)

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

、、ハ
ー
ナ

ー

ド
に
ょ
る
と
、
公
式
組 

織
は
物
的.
生
物
的
.
個
人
的
*.
社
会
的
諸
要
素
か
；ら
構
成
さ
れ
て
い
る
複
合 

体
た
る
^

^
体

系cc

8:persltive

へsy
s
t
e
m
)

か
ら
の.抽
象
で
あ
り
、

の
社
会
的
体
系
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
を
な

し
て
.い
る
の
は
、
各
種
の 

i

体
系
に
共
通
な
中
核
的
要
素
で
あ
る
。
具
体
的
な
協
働
体
：系
の
：個
別
性
は 

捨
象
さ
れて
い
る
が
ら
.、
彼
の
組
織
理
論
は
企
業
择
當
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

. 

;̂
人
間
紙
織
に'通
用
す
各1

般
論
的
性
格.を
も
.っ
：て
い

%
。，

彼
の
公
式
組
織
の 

概
念
は
、
要
約
す
る
と
、
：

「

壓

さ

鑑

火

間

努

カ

办

非

金

的

体

系

」

f

personal s
y
s
t
e
m
.
o
f
o

o.-ordinat

fDd

 h
u
m
a
n

 e
f
f
o
r
t
s
)

で
あ
る
。

-

集
団
は
人
々
め
相
互
関
係
の
体
系
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
人
々
が
強
調
さ
れ 

て
い
る
。
と
こ
ろ.が
、
組
織
で
は
、
相
互
関
係
の
体
系
が
問
題
と
な
る
。
従
っ 

.て
組
織
は
実
体
た
る
人
々
を
捨
象
し
た
、
非
人
格
的

.な
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、 

.無
形
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
、
組
織
を
定
義
す
る
こ
.と
に
よ

っ
て
、
様 

々
な
分
野
で
の
経
験
を
共
通
な
言
葉
に
翻
訳
し
、

■組
織
に
つ
い
て
の
一
：
殷
原
則 

•を
樹
立
す.る
.こ
と
が
可
能
ど
な
る
。
非
人
格
化
さ
れ
た
組
織
は
.、
組
織
図
や
職 

務
明
細
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
.；

—

明
示
さ
れ̂

.

協
働
に
，
は
、
‘

非
’人
格
的
.
•機
構
的
ス
日

echanical)

側
面
と
人
間
的
側
面 

と
が
あ
：る
。
細
分
化
さ
れ
た
諸
機
能
が
幾
多
の
職
位
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
職 

位
の
関
係
が
照
明
さ
れ
：て
い
る
時
に
は
、
公
式
組
織
が
、
即
ち
協
働
の
機
構
が 

問
題
と
な-?
て
^
る
。/諸
機
能
の
担
当
者
と.'
1
:
'て
、
個
々
人
が
現
わ
れ
て
く
る 

と
、
.そ
.の
人
間
的
側
面
が
問
題
と
な
る
。

.職
位
を
そ
：こ
に
位
置
し
て
い
る
個
人 

が
ら
完
全
に
切
ヶ
離
す
の
ば
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、

i

に
お
い
て
は
、
機
構

'
と

人

間

ど

が

，共

に

取

り

上

げ

ら

.

れ
な
ぐ
て
は.な
^

な
い
：。
.

現
実
に
は
、
両
者
は

;■
.、

.

. 

.

.

,

.

.

.

. 

--

.1
(

九
三
七)

管
理
の
機
構
と
人
間
関
係



_

レ
て
1>
>
4̂

ク
こ
れ̂
を
：1
處
分
離
'1
.
.て
披
5
0.
は
苽
能
で
あ
る
し
、
複
へ 

雑
な
囊
を
理
酿
ず
る
迄
は
、

」

賢
明
.な
や
ヴ
方
で
あ
る
と
も
い
.え
る
。
-'
';
: 

産
業
に
お
け
る
社
会
組
織
を
人
間
関
係

(
h
i
a
n

 r
e
j
a
t
i
o
n
s
)

的
な
面 

が
.ら
究
明
す
る.

Q,

が
、'.
.
.産
業
社
会
学
で
あ
る
と
規
矩
す
る

'■な
ら
.ば
、
' 管
理
機
構
：
 

と
人
間
関
係
と
の
関
連
を
明
ら
が
に
し
よ
う
と
す
る
本
論
は
、
こ
の

'
よ
う
'
な
研 

统
分
錄
に
属
す̂

し
.か

じ

メ

ー

ョ

ー
(Elton M

a
y
o
)

を
代
表
者
と
す
る 

.ハ

.丨

パ
丨
ド
学
派.の
人
間
関
霞
の
関
心
は
非
；公
式
組
織
に
注
が
れ
て
い
る
。 

'
本
論
で
は
、
公
式
組
織
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
単
に
組
織
と
い
う
場
合
に
は
、
：
 

そ
れ
は
公
武
組
織
を
指
し
て
い
る
。
非
公
式
組
織
は
問
題
外
と
さ
れ
る
が

、
.公
：
 

式
組
織
の
性
格
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
非 

公
式
組
織
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
く
方
が
よ
か
ろ
う

。
/

入
止
業
に
お
け
石
公
式
組
織
は
、
s

m 

(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

に
よ
っ
て
命
令. 

統
制
さ
れ
、
権
限..

(
a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

を
中
心
と
し
て
、
'形
成
さ
れ
た
機
構
で
あ 

る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
非
公
式
集
団

(informal g
r
o
u
p
)

は
は
っ
き
り
と 

し
た
機
構
を
も
た
な.い
、
無
定
形
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ 

の
集
団
は
機
構
を
も
つ
も
の
と
同
様
な
効
果
を
及
ぽ
し
う
る
。

一
般
構
成
員
に

. 

と
っ
て
は
、
公
式
組
織
は
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
非
公
式
組 

織
は
内
的
に
、
自
然
的
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
指
導
者
は
住
命
さ
れ 

る
の
で
は
な
く
、
自
生
的
に
選
ば
れ
る
。

社
会
の
単
位
は
個
人
で
は
な
く
、

一
次
集
団

(

u

m

l
 

g
r
o
u
p
)
.

だ
と 

す
る
点
で
は
、
人
間
関
M

は
ク
I
:リ
l
.3!
:*
;p
o
o
o
l
e
y

)

/
の
所
説
に
凝 

5

0

そ
れ
は
親
密
な
対
面
的
^

^
に
基
く
、
自
他
融
合
的
な
集
回
で
あ
る
。
構

ニ
：(

九
三
八)

成
員
.の
^

意
見
：

V

理
想
等
の
形
成
に
塞
本
的
な
重
要
性
を
も
つ
と
い
う
:!
; 

味
で
：、

と.の
集
団
^1-

次
的
で
あ
る
。
i

、
；ー
〇
人
前
後
か
ら
な
る
職
場
0 

非
.公
式
集
団
が
、
;,
'
-家
族
>
少
年
時
代
の
遊
び
友
達
‘
村
落
で
の
隣
人
関
係
と
共 

に
、

—-
次
集
団
と
さ
れ
る
>°
释
営
者
は
1

者
個
々
人
と
で
は
な
く
、
彼
ら
の 

一
次
集
団
と
関
係
を
も
：？
て
い
る
。
従

？
て
労
働
者
個
々
人
で
は
.な
く
、
彼
ら 

の

一
次
集
®
に
影
響
を
及
ぼ
.す
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
！̂

を
変
‘え
よ
う 

と
す
る
の
が
、；
人
間
関
霞
の
方
策
と
な
る
。：：

職
場
に
は
、
•

が
ら
課
さ
れ
た
公
式
組
織
と
自
生
的
な
非
公
式
組
織
と
が 

共
存
し
て
い
る
。

r

非
公
式
組
織
に
よ
っ
て
■な
さ
れ
る
評
価
の
基
盤
と
な
っ
て 

い
る
感
情.' 

(
s
e
n
t
i
m
e
n
t
s
)

は、
し
ば
し
ば
人
間
の
極
め
て
有
力
な
決 

定
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

.仲
間
が
ら『

が
っ
つ
き
屋

』
(
r
a
t
e

cr
u
s
- 

と
判
定
さ
れ
る
く
ら
い
な
ら
、

監
督
者
か
ら

『

能
率
の
悪
い
労
働
者

』 

.(poor...WOTkelo

と
判
定
さ
れ
た
方
が
ま
し
だ
と
感
ず
る
労
働
者
も
あ
り
う 

&

。
.こ
れ
ら
一

一

つ
の
組
織
の
評
価
基
準
が
’異
な
る
場
合
に
は
、
公
式
組
織
、
従 

0
て
経
営
は
重
大
な
危
険
..に
直
商
す
る0
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
、
人
間
関 

i

は
非
公
式
組
織
及
び
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
感
情
に
関
心
を
よ
せ
る
。

テ
ー
ラ
I
.は
怠
業(

g
a
afD
u.
tf
g)

を
な
く
すこ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
作 

業
能
率
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
ニ
種

.の
怠
業
の
う
ち
、
重
要
な
の
は
組
織
的
怠 

業

(systematic s
a
d
i
e
r
i
n
5

で
あ
る
。
こ
れ
は

「

思
考
を
め
ぐ
ら
し
、

(

7)

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仲
間
と
の

_
係
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る

」

そ
' 

こ
に
、■非
公
式
組
織
を.見
出
す
.こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
社
会
的
圧
力
は
強
く 

生
産
制
限
に
従.わ
な
い
も
の
は
_、
職
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

释
営
を
改
善
す
る
こ
と
に
ょ
マ
て
、

'テ
I
ラ
.丨
.は
革
新
さ
れ
た
公
式
組
織
を
も 

っ
て
、
こ
の
非
公
式
組
織
に
対
抗
し
て
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た
。
.：彼
は
個 

■人
的
野
心
を.誘
因
と
し
て
利
用
す
る
や
り
方
を
と
っ
た

。
.

人
間
関
^i

は
労
働
者
を
一
次
集
団
の
ー
員
と
し

.
て
扱
い
、
:.
非
八
ム
式
組
織
に 

歩
調
を
合
わ
せ
る
傾
向
が
.あ
る
。-
こ
れ
と
は
反
対
に
、
テ
ー
ラ
ー
は
非
公
式
組
，

. 

織
に
攻
撃
を
加
え
、
.労
働
者
の
個
人
的
野
心
に
訴
え
る
こ
と
に
ょ
？
で

、
0
 

^

^
を
強
化
し
上
ぅ
と
し
た
。
両
者
の
共
逋
点
は
い
ず
れ
も
職
場
に
お
け
る
間 

題
を
と
ら
え.た
.と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
業
界
の

.出
身
で
.あ
. 

.る
パ1
ナ
.

—

ド
と
フ
.

H..

イ
ヨ
ル
と
は
、
最
高
経
営
層

..(top 

m
a
p
a
.O
Q
.
e
m
e
n
t

)

.
の
立
場
が
ら
、公

武

組

織

を

取

り

上

げ

る

:9
こ

の
ニ
入
は
共
に
公
式
組
織
.に
お 

け
る
人
間
問
題
に
着
目
も
ズ
い
る
。
人
間
関
係
は
非
公
式
組
織
に
限
定
さ
れ
る 

も
の
で
：な
い
：

Q
.

は
い.

ぅ
ま
で
も
なぃ
0:

公
式
組
織
を
も
人
間
関

^

g
®

か
ら 

眺
め
る
巡
耍
が
あ
る
。

' ,
■

,

一
般
に
、.経
営
.
.

(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
.
.

.と
管
理
.
.

(administration)

.
と
. 

は
'区
別
さ
れ
ず
に
用
い
ら
れ
て
：い

.る
が
、
本
論
で
は
、
両
者
.は
区
別
さ
れ
る
。

管
理
.は
経
営
に
お
卟
る
統
合
的
部
分
で
あ
り
、
.
経
営
活
動
の
枠
組
を
作
用
す
る

■ 

機
能
で
あ.る
。
経
営
の
こ
れ
；
^
外
の
部
分
は
監
督

(supervision)

.
と
呼
ば 

れ
.る
;°
'

そ

れ

は

管

理

に

ょ

っ

て

形

成

さ

れ

た

粋

組

に

則

ら

て

ぼ

1&
す
る
、
経
営

の
受
動
的
な
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
：後
述
に
委
ね
る

。
：

;■-

■.
 

' 

'

(

1)
Frederick W

i
n
s
l
o
w
.

 T
&
o
r
、
Tiie principles o

f

 Scien

丨 

• tific M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 

1915, 

p
*
1
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管
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機
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関
係

 

パ

/

C2) 

Chester I. w
a
l
t
L
a
r
d
,

B
h
e Fu

n
c
t
i
o
n
s

 
of 

Executive, 

193S,.P'7S. ':' 

'

o)

w
織
；
管
理
れ
問
辑
を
=.
.
-ー
 
般
論
的
に
展
開
し
て
い
る
.の
は
、
バ
ー

ナ
I

ド
に
限
定
さ
れ
な
.い
し
、
彼
が
：そ
，の
■創
始
者
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ィ

-

ヨ

ル

(
H
e
n
r
i

 

Fayol, 

!/Admini
s
t
r
a
t
i
o
n 

industrille et 

gsn§
NaIe, 

1
9
1
6
)

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

4
> 

.

組
織
因
で
は
、
組
織
敌
動
は
個
人
に
で
.は
な
ぐ
、
.職
位(position)

..
■
'に
配
.分
さ
れ
て
い
る
。
'同
«
に
、ゝ

職
務
.明
細
書
に
は
:>
入
で
は
な
く
、
職
務 

に
つ
い
七
め
#
柄
が
*
が
；れ
で
い
?>
'
。
：こ
九
に
対
し
て
、
考
課
表
は
人
に
つ 

.
い
て
の
も
'の
で
あ
る
タ
'そ
れ
ば
職
務
に
っ
い
て
の
諸
要
件
を
ま
々
人
が
い
か 

に
み
た
'1
>
て
い
.る
か
を
取
り
上
げ
.て
'い
る
：。
；
.
.

(

5
:

)

;
職
位

と

個

人

と

の

合

体

に

.つ
い
て

'>
バ

ー

ナ

ード
ハ
。
«
，
a

r
?

日
00)

,
は
次
の
ょ
ぅ
に
述
べ
て
い
る
。「

罾
位
を
へ
も
た
な
‘い
人
々
は
、

経
常
幹
部 

c

o'x
s
u
t
i
v
e
s
)

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
0

彼
ら
は
潜
在
的
な 

も
、の
'以
外
の
何
も
0'
で
も
な
：い
。
逆
に
、
^
員
め
な
っ
て
い
る
職
位
は
死
ん 

だ
ー
神
経
中
枢
と
同
様
疙
何
ら
.の
搖
動
を
も
演
じ
1
:ない」

。
.
.
.
.

(

6

WIV

 

J
v 

R
o
e
t
H
i
s

crerger, 

M
a
n
a
g
e
m
e
i
i
t

 a
n
d

 Morale, 1952,

s
. 

^

(

7 ) 

T
a
y
l
o
l
^
s
h
o
p

 M
a
n
a
g
e

日e
n
t
”
1
9
1
1
,
p
，
30' 

c
.8
>、Taylor, T

tr
;:®

principles o
f

 Mcientinc M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 

p.

(

9.)
「

個
人
的
野4. (

p
e
r
s
o
n
a
l
.
a
m
b
i
t
i
o
n
)

は
一
般
的
福
祉
：に
''対
，す
る

.

.

':
三

,

C 
九
三
■九)



”
願
望
ぁ
が
も̂
層
有
ガ
な
誘
因":^n

c
e
n
t
i
v
e
)

で
あ
？
た
し
、
将
来
も
そ 

う
だ
：ろ
う

」
(
T
a
u
o
r
,

 • s
h
o
d

g
p
y(g
.0
H-
§
^p

.

CO
7.)

.

V

-.
0
.

)

列
え M

、
.  

二 

ユ
]

マ
ン
，(

■
^
•
'

w
*.
2;
e
w
m
a
n. 

A
d

m
in

is
tra

tiv
e

 

}l
>
c
^

o
n
''
1
9
5i•
作

原
.猛
志
訳
五
頁)〉

p
 

m
a

n
a

g
e

r,

..:.ex€cutiv

.°:
^

い
...
う
■言
葉
を
、
^
灯
時
0.
狀
祝
.に
;^
じ
.て
逾
当
^
使
.し
.わ
.げ 

.ぃ：

文
い
る
。
瑰
代
.の
.#:
く
の
経
#
に％

い
て
は
-'
-
'
s
:
性
格
を
異
疫
す」

る
ー1

つ
め
階 

.
へ

@
が
滴
出
き
れ
う
.る
が
ち
、
、こ)
れ
ら
.ー一:つ
を
ー
区
別
：し

そ
^
す

用

語.が
必

耍.で
.'
'

あ
：.る
。

.

'.‘V

'.
■■

'

.

り

：
:::
'
'':
へ

•  

r

経

営

%

熊
.-

. 

. 

■

.-
-■
.■

.
産は階級構造の

|

的

変

化

を

生

ぜ

し

め

襄

_ヽ

時
に
、
.

I
 

.的

に

は

、
M

か
ら
経
営
を
分
化
さ.せ
^

。
.
本
論
ヤ
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
，
こ

， 

.の
機
能
的
な
面
だ
け
：で
あ
る0ン
こ
.■の

分
化
に
よ
っ
て
、

業

務

執

行

は

.労
働
者 

に
、
そ
，の
統
轄
は
経
智
者
にと
い
う分
業
関
係
が
成
立
ず
る
。,'
..

.
当
初
、
経
営
活
動
は
も
ヮ
ぱ
ら
流
通
面
た
る
財
等
.
瓶
業
に
.限

定

さ

：
れ

'

生
 

藤
に
お
い
て
、
主
導
的
地
位
を
占
め
て
.い
た
の
は
、
労
働
者
で
，あ
ら
た
。

こ
の
^
 

，.態
を
示
す
典
型
的̂

例
に
お
い
て
.は
、
仕
事
は
腕
の
あ
る
親
方
職
人
；

(

日le
r
-

 

c
ra

fts
m

a
n

)

に
下
請
的
に
委
ね
ら
れ
、

彼
が
自
ら
エ
員
を
使
用
.す
る
こ
.と 

が
許
さ
れ
て
：
'い
た
◊
.

集
中
化
さ
れ
：だ.

®

場
.た
る
，工
場
に
、
中
世
的
徒
弟
制
度 

が
温
存
さ
れ
て'
い
た
.の
■で
あ
る
。
.
.し

か

し

テ
i

フ
ー
の
唱
導
し
.た
課
業
経
営
■
 

(ta
s

k

 m
a

n
a

g
e

m
e

n
t)

が
実
施
さ
れ
る
と
、
労
働
者
の
こ
の
主
導
性
は
根 

底
か
ら
凝
.え
さ
れ
、

そ
の
立
場
は
全
く
受
動
的
な
も
の
と
な
る
。
機
械
に
よ
つ

,

:

. 

四

(

九
四
0)

■

て
代
位
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た.労

働

者

の

讓(
s

k
ill)

は
、
新
し
い
.管
理
■

■

の 

カ

で

神
1.
流
ざ
れ
て
し
ま
：？
た
。
：
か
く
で
経
営
者
は
流
通
の
み

.な
ら
ず
、
坐

寧 

を
%

の
掌
中
|-
お
ぎ
.め
た
。
'.',

ぃ
企
業
活
動'に
は
、

」

執
符
商
と
並
ん
セ
：
>
餒
営
面
が
存
莅
す
る
？
生
産
企
業
の 

主
要E

的
は
効
果
的
に
：あ
る
製
品
を
生
産
し
、
そ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
に
あ
る 

が
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
^
に
ゆ
、
；
纂
成
員
の
有
効
な
協
カ
が
確
保
さ 

れ
な
く
て
は
な
ら
灯。
' 前
者
は
執1̂

、
：
後
普
は
経
営
が
演
ず
べ
き
役
割
で
あ 

る
。
：企
業
の
規
模
が
相
当
程
度
に
達
す
る
と
、
奮

な

く

し

て

、
薦

執

行

は 

不
可
能
と
な
る
。
だ
か
：ら
、

(

へ
経
営
は
業
務
執
行
。と
同
じ
ょ
ぅ
匕
重
視
き
れ
な
く 

て
は
，な
ら
な
い
。
.
.経
営
の
対
象
は
人
間
で
あ
る
.か
ら
、
そ
と
ヒは
、
単
な
る
事 

.物
的
関
矫
と
は
違;-
:た
問
題
が
生
ず
る。

.'

/

執

行

業

務

：の

種

规

と
し

て

は
、

財
務
へ
，
購

買

.'
生
産
‘
販
売
等
を
あ
げ
る
こ 

と
が
で
き
る
。.経
営
の
諸
機
能
を
そ
の
具
体
内
容
か
ら
：切
り
離
し

.て
、
分
類
す 

.る
と
、
計

画(p
l
a
n
n
i
n
g
)

ハ
組
織(o

r
g
a
n
i
z
i
n
g
)

.
命

令(directing 

or c
o
m
r
a
a
n
d
l
n
g
)

 

V 統

制(contr

a'iin

oq) 

'調

整(c

o:ordinafLn

oq>

の
五
つ
に
な%

ov
経
営
機
能
は
そ
れ.だ
.け
で
生
ず
る
も
の
：で
は
な
く
、
業
務
執 

行
‘と
表
裏
：し.て
.い
る
。
後
者
か
ら
は
、
他
の
事
業
体
と
区
別
さ
れ
る
特
殊
性
が
、 

.前
者
か
ら
は
、.
そ
れ
と
の
.共
通
性
が
出
で
く
る
。
両
者
の
交
叉
に
お
い
て
、
現 

実
の
業
務
が
成
立
し
て
い
る。

'

目
標
を
樹
立
じ
、
基
本
的
方
策
を
打
ぢ
出
し
、
更
に
、
そ

れ

を

具

体

化

•

細 

分
化
ず
る
の
が
、：
計
画
で
あ■る
。

こ
の
細
分
化
さ
れ
た
諸
目
的
を
各
職
位
に
割 

当
.て
、

そ
れ
_ら
の
遂
行
を
機
構
的.に
整
_

す
る
.の
は
、

組

織

の
. ^
'§
!

1

で
ぁ
る
。

計
画
ン
組
織
が
完
備
す
る
と
ハ
執
行
の
用
意
は
整
う
。
業
務
執
行
を
発
動
さ
せ 

る
の
が
命
令
で
あ
り
、
実
辍
が
計
画
と
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
：
 

合
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
是
疋
を
加
え
る
の
は
、
統
制
で
あ
る
。
.
命
令
は 

統
制
と
不
可
分
に
結
合
し
、
共
に
、
実
施
面
に
i

,

し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を 

「

括
し
て
、
監
督
と
い
う
ょ
り
大
き
な^
類
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
画
が 

企
業
の
.意
思
決
定
を
含
ん
で.い
る
.の
に
、_1監
督

は
所
与
の
^

M

の
.

制
ぬ
を
う
け 

る
受
動
的
機
能
で
あ
る。
' 計

画

.
組
織
が
全
体
的
視
野
を
も
つの
，に
、■

監
督
は 

76
来
、
專
門
化
垮
ょ
っ
て
局
限
さ
れ
た
分
野
を
し
か
も
ち
え
な
い
。
，調
整
は
專 

門
化
の
結
果
を
全
体
目
的
に
調
和
さ
せ
る
機
能
を
果
す
。
計

画

•
，組

織
'
V
調

整
' 

は
全
体
又
，は
統
合
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
。

.
ど
，れ
ら
は
経
営
に
お
け
る
管
理
面 

で
あ
り
、
■

か
ら
監
督
を
除
い
た.も
の
に
等
し
い
。
単
な
る
監
督
者
の
問
題 

を
提
起
す
る
の-に
、

こ
の
区
別
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
？

(

T

V

組
織——

管
理
办
1

 

組
織
の
作
成
は
管
理
機
能
に
含
ま
れ
る
が
、
管
11
.を
も
含
め
.て
の
経
営
の
活 

動
は

、.
組
織
を
場
®

と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
組
織
ば
备
営
活
動
が
ょ
る
べ
：き

枠

.'
: 

組
で
あ
る
'か
.ら
、
■先
ず
、/
組

織

に
^

い
て
述
べ
-る
方
が
ょ
が
ろ
う
？

こ
の
#
組 

は
、.
響

が

自

6
作
っ
た
も
ゆ
で
あ
る
。

ゝ
組
織
が
先
：か
、
活
動
i

た
る
人
僴
が
先
か
。
両
者
の
い
ず
れ
が
ょ
り
重
要 

で
あ
^
ラ
か
：
。
'こ
う
い
' っ
た
こ
：と
が
往
々
論Pの
対
象
^
な
^
.紙

稷

企

業
. 

目
的
含
達
成
す
る.た
.め
.の
宇
段
で
；あ.り
、.
.そ
れ
.自
体
目
的
と.な
.る
も
.

Q

で
...は
な 

い
。
'
:
目
的
と
宇
段
と
め1

が
起
る
と、
.
.
組
織
は
人
間
味
を
先
っ
て
し
.ま
う
。
'

V

 

企
業
は
そ
の
雛
成
員
よ
り
も
長
い
生
命
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
特
定
個

<
£依
'

存
す
る
こ
.と
に
よ
っ
て
、
組
織
がi
:

の
人
間
味
を
発
揮
す
る
の
は
危
険
で
あ 

る
。
だ
か
ら
、：
特
定
人
格
を
前
提
と
し
.て
、
組
織
を
そ
れ
に
結
び
つ
け
る
の
は 

好
ま
し
，く
な
い
。’特
別
に
す
ぐ
れ
た
人
が
い
な
く
て
も
、
並
の
人
で
も
や
っ
て 

い
け
る
組
織
が
望
ま’し
丨
い.° :
ず
：ぐ
れ
た
人
で
は
な
く
ノ
す
ぐ
れ
た
組
織
が
、
良 

好
な
管
理
の
前
提
と
な
る0.
次
に
、
夫
々
の
職
位
に
適
し
た
人
々
を
採
用
し
、 

又
は
養
成
す
れ
ば
よ.い
。

こ

の

よ

う

ぢ

組

織

は

：管
理
活
動
に
と
っ
て
重
要
で 

あ
る
：か
ら
、.、、ハ"
丨
ナ
.丨
.ド
は
経
営
幹
部
の
.機
能
を
論
じ
て
い
る
著
書
の
前
半
を 

組
織
の
論
述
'に
あ
.て
、

-
>
:
.
丨
マ
ン
は
経
営
幹
部
の
活
動
を
主
題
と
す
る
著
書 

:
の
半
ば
近
く
を
、.そ
の
.問
題
で
う
め
て
い
る。

T

管
理
機
構
と
し
て
の
組
織
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
共
に
、
：
組
織
を
構
成
し 

て
い
る
素
材
ぼ
人
間
.で
あ
る
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
構
成
員 

た
る
人
間
の
如
何
に
よ
っ
て
、
組
織
の
価
値
は
左
右
さ
れ
る
。
所
設
、
組
織
の 

問
題
は
人
間
ど
は
切
り
離
せ
、な
い
。
人
間
能
力
を
最
大
限
に
発
掸
さ
せ
う
る
よ 

:う
な
組
織
が
、
ー
よ
い
め
で'あ
る
: °
.

:

組
織
活
動
を
構
成
し
て
：い
る
の
：は
、
1£
式

ゆ

攏

成

員

の

み

に

限

定

さ

れ

な 

IV
デ
こ
こ
に
、
へ
利
害
集
団：(in

te
re

s
t  

g
ro

u
p

)

の
問
題
が
生
ず
る
.。

そ
れ 

'
は
：'「

そ
の
集
団
の
経
済
的
福
祉
が
、
'
所
与
の
会
社
の
：活
動
に
、
直
接
的
に
、

そ 

し
パ
て
強
度
に
依
存
し
て
い
る
集
団
：を
意
味
す
る

」

'
こ
の
よ
う
'な
：も
の
と
し
て
、

一
株
曳
く
労
働
組#:
:

-,
関
係
会
社
等
钇
あ
げ5,
る
。
へ
特
に
：、
労
働
組
合
は
、
企
業 

と
構
成
員€>
範

囲

翁
::
1
:
:く
す
る
、別
個
の
公
式
組
織
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
関 

係
は
：敷

.で

あ
る

。
’
し
、
か

し

本

論

で

は

、
.

：利
害
集
団
に
ふ
れ
る
余
&
は
な
い
。
；
 

#
般
的
に
い..ゥ.
.で
、f
M織
の
形
態
又
は
：そ
の
構
造
は
、

：

企
業
規
模
の
大
小
に 

.“

.く -

:
.
.
:
. 

• 

- 

- 

..

管
理
の
機
構
と
人
間
関
係



よ
っ
.て
、
性
格
づ•け
ら
九
る
。
企
業
が
彼
大
す
る
に

.
つ
れ
て
、

非
.八
ム
式
組
織
に 

頼
る
ご
と
が
次
第
にi

に
な
沪
、
明
確
な
機
構
が
必
要
ど
な
り
、
公
式
組
織 

が
浮
び
出
て
く
る
。
更
に
、

‘
組
織
の
個
別
的
側
面̂
比

べ

て

、
.■

そ

の

統

合

的

侧 

面
の
重
要
粗
が
増
大
す
る
。

'大
量
生
産
方
式
の
成
果
の
如
何
は
、
：
機
械
設
備
と 

共
に
、

:

組
織
に
馨
ず
る
とこ
ろ
が

大
き
い
0
そ
れ
なの
に
、

機
械
設
備
に
は 

出
齋
：を'厭
わ
な
い
の
に
、
組
織
問
題
は
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

機
械
設
備 

.は
、

借

金

を

し

，て
で
，も

、
.

速
.か
に
調
達
しy
る
が
、
組
織
を
作
り
あ
げ
る
の
に

. 

.ル
、'
羅

月

が

：必

要

で

あ

る

。
，

.
「

_
例
と
し
て
の
組
織
を
選
ぶ
の
に

際
し
'て
は
、
，
最
も
精
密
な
も
の
の
.
一
つ 

.
'を
選
択
す
る
の
が
最
善
だ
。
.

)
」

れ
を
よ
り
単
純
众
も.の
に
あ
て
は
ま
る
よ
ぅ
.に 

簡
単
化
す.る
に
は
、
，
|ど
ぅ
す
れ
ば
よ
い
か
は' こ
め
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い 

る
%•
の
な
ら
、
誰
に
で
も
容
易
に
分
る

」

。

従
マ
て
以
下
に'お
い
て
は
、

大
，き 

な
、
複
雑
な
組
織
を
念
頭
に
浮
べ
つ
つ
、
：論
述
が
進
め
：ら
れ
る
。

;'
.
.
■'； 

組
織
が
拡$

る
に
つ
：れ
て
、
そ
の
構
造
.は
複
雑
と
な
ヶ
、
組
織
内
部
に
-> 

多
数
の
単
位
が
形
成
さ
れ
冬
こ
‘の
分
化
は
横
と
縦
と
に
わ
た
？
て
い
る
。
横 

の
そ
れ
は
部
門
化

(
d
e
p
artmentation)

で
あ
り
、
縦
の
そ
れ
は
階
層
化 

<stmti

a>cation)

.で
あ
る
？
こ
の
よ
う
に
錯
雑
し
た
構
造
は

^
^
.
.責
往
• 

覆

の

委

譲(delegation)

に
よ
っ
て
生
ず
る.か
ら
、
先
ず
、
こ
れ
を
取
り 

上
げ
る
。
次
に
、
'震

.な
っ
た
一
一
，
つ
の
原
理
た
る
集
権
化

(cesralization) 

と
分
権
化(decentralization)

に
基
く
、

：

組

響

造
'の
：ニ
つ
の
靈
に
つ 

い
.て
述
べ
る。
.

.

.

.

,

•

.

.

>

⑴

：職

務
i

任

•
.猶

跟

の

委

譲
..
.

.
六
.
' (
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.四
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委
譲
と
は
命
令
系
統.

C
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h
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o
f

:
-

c
o

m
m

a
n

d
)
；

を

下
へ
流
れ
る
職
務
遂 

行
’の
委
託
で
あ
る
。
.
.上
級
経
i

は
下
級
経
営
者
に
自
己
の
,̂
^
を

委
託
す
る 

■£
と
に

よ
っ
.て
、
.
.
監

督
''
.
'執
行
'か
：ら
解
放
さ
れ
て
、
管
理
業
務
に
専
念
し
う
る
。 

組
織
が
犬
：き
く
な
る
程
、
：
大
幅
の
委
譲
が
行
わ
れ

.る

.か
ら
、
上
級
経
営
者
の
業 

:

務
の
う
ち
で
の
管
理.の
比
重.は
益
々
増
大
す
る
。
か

く

て

響

者
.の
な
が
.で
の 

.管
理
者
と
監
督
者
ど•の

分

化

は

は

.っ

き
り
し
て
く
る
。

.

-:
仕
事
を
委
託
し
な
が.ら

、
，
そ
'
の

仕

事

に

関

連

し

て

い

る
意

思
決

定

の
委

託

が 

保
留
さ
れ
て
い
る
場
合
に
.は
、.
上
級
経
営
者
は
単
に
手
足
を
ふ
や
す
だ
け
で
あ 

る
。
こ
の
意
思
決
定
は
管
理
機
能
の
内
容
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に 

は
^
上
級
経
営
者
は
そ
め
部
下
と
し
て
監
督
者
を
も
つ
が
ー
管
理
者
は
も
た
な 

い
と
.

i

う
：こ
と
に
な.る
。
.
本
来
の
意
味
に
お
け
る
委
譲
は
単
な
る
職
務
執
行
の 

委
託
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
関
連
す
る
監
督
並
び
に
管
理
の
若
千
の
委
託
を
：
 

も
内
容
と
す
べ
ぎ
で.あ
る
。

委
譲
に
際
し
て
、

方
針
の
大
綱
だ
け
が
指
示
さ 

れ
、
細
目
は
被
委
譲
者
に
：

1

任
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
.職
務
執
行
だ
け
で
は
な 

く

、
決
定
機
能
の
 

ー'部
が
^
託
.さ
れ
て
い
る.こ
と
.を
示
す
。
そ
の
部1>
と
し
て
、 

下
級
管
理
者
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
級
経
営
者
は
、

.雑
務
：か
ら
解
放
さ
れ 

て
、
彼
の
固
有
の
職
務
た
る
基
本
的
管
理
を
慎
重
に
処
理
す
る
時
間
的
佘
裕
を 

も
ち
う
る
。..

委
譲
に
よ
っ
て
、.上
級
経
営
者
は
そ
の
業
務
を
縮
小
し
う
る
が
、
責
任
は
軽 

減
さ
れ
な
い
。
業
務
を
部
下
に
萎
譲
し
た
か
ら
と

い

っ
T
、

そ
れ
に
つい
て
の 

責
任
を
免
れ
：る
こ
と
は
.で
き
な
：い
。
権
限
は
責
任
と
合
致
す

る

も

の
で
あ
る
か 

ち
、
.
権
限
も
同
 
一：

U
と
ど
.ま
っ
.：て
：い
る
。
：
権
限
の
：委
譲
は
そ
れ
を
全
面
的
に
髏

渡
す
る
と
い
う
こ
と
.で
は
な
く
、
そ
の
ほ
砠
の
委
託
を
意
味
す
る
に
：す
ぎ
な

い
0 

つ
ま
り
、
利
用
と
所
有
と
め
：区
別
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

'
:
権
限
が
.委 

，譲
さ
れ
て
も
、
そ
の
所
有
者
は
依
然
と
し
て
上
級
.経
営
者
で

あ
り
、
.
.
た
だ
、
そ 

の
行
使
が
部
下
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
に
と
ゼ
ま
る
。
：

.責
任
に
^
い
て
も
、
本
源 

:的
な
も
0
:は
変
ら
ず
、
副
次
的
な
も
の
が
_

譲

者

に

生

ず

る

：に

す

ぎ

な

：い
。

.' 

'
'従
っ
.て
上
級
経
営
者
は
委
譲
し
た
業
務
を
統
制
す
る
権
限
が
あ
る
し
、
：又
そ

. 

う
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
責
任
を
負
っ
て

/い
る
。'能
カ
0
,な
い
も
の
に
委
譲 

.し
、
し
がも
、
，統
制
を
想
る
と
、
結
果
は
致
命
的
で
あ
る
。
そ
う
だ
か
ら

と
い 

っ
て
、
統
制
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
る
と

、
：
.一
方
で
与
え
た
も
の
を
他
方
で
奪

■う
こ 

と
に
な
る
。
上̂
^
営
者
は
、
委
譲
に‘先
立
っ
.て
、
被
委
譲
者
の
適
格
性
を
周
. 

到
に
検
討
し
、

統
制
ば
.必
要
.の
限
度
で
、

重
点
的
に
行
い
、

'：
細
目
に
つ
い
て 

.
は
、
、
自

由

裁

量

..の

余

地

を

認

め

る

'>
:
い
っ
.，た
.や
り
方
が
す
す
め.ら
れ
る
。

:

委
譲
ほ
統
制
の
必
要
を
坐
む
か
ら
、
委
譲
を
行
う
に
は
、
統
制
の
機
構
が
盤 

備

さ

れ

て

：
い
な
く
て
.

は
な
ら
ぬ
。̂
制
の
必
要
条
件
ば
"
業
務
遂
行
に

つ

い

て
 

の
正
確
な
評
価
と
、
そ
れ
と
比
較
さ
れ
る
基
準
の
確
立
と

.で
あ
る
。
業
務
評
価.
 

は
主
観
的
な%'
の
で
は
な
く
、
委
譲
の
当
^
者
双
方
がi

し
う
るi

的
な 

.も

.ので
あ
る
こ
と
が
望
ま
しい
。
基
準
を
確
立
す
る.に
は
、
明
確
众ff
p
が
必 

要
で
あ
る
？

一

 

連
の
委
譲
に
よ
っ.て
、

組

織

が

形

成

さ

れ

る

が

、
.
：
こ
れ
は
委
譲 

..か
ら
生
ず
る
結
果
を
統
制
す
る
役
割
を
も
果
す
。
上
級
経
営
者

.に
代
っ
T
、
..組 

:

織
が
部
下
を
監
督
す
る
の
^
、
：彼
の
業
務
は
軽
減
さ
れ
る
。

：

:•
'
最
大
限
の
委
譲
で
あ
り
、
.'
-同
時
に
、
分
権
化
の
極
限
で
も
あ
る
自

B

^
ll
i
l
J 

(self g
n
t
r
o
l
>

 

は
、
、業
務
執
行
者
が
執
行
の
粋
組
を
決
定
し
、
：
そ

.の

.結
果

.
管
理
の
槔
锻
と
人
間
関
係

.
:

に
つ
1 >
:

て
は
，
最
小
限
の
統
制
し
か
受
け
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

.

れ
は
她. 

綾
し
た
組
織
の
所
産
で

.

は
な
く
、
逆
に
、
高
度
の
組
織
化
を
前
提
と
し
そ
の
み 

可
能
で
あ
る.0
:
針
画

.

の
墓
本
的
部
分
が
明
確
で
あ
る
が
故
に
、
自
己
決
定
を
な 

し
ぅ
る
：の.

で
あ
り
、
組
織
が
強
固
で

.

あ
る
か
ら
、
上
司
の
統
制
が
縮
小
さ
れ
ぅ 

る
め
で
あ
る
。
自
己
統
制
を
実
現
ず
る
た
め
に
は
、

'

機
構
の
整
備
、
即
ち
組
織 

.

の
確
立
と
共
に
ハ
人
間
的
要
素
に
つ
い
て
も
、

.

注
意
が
：私
わ
れ
な
く
て
は
な
ら 

ぬ
。
t t

事
に
対
す
る
適
性
と
積
極
的
意
欲
を
も
ら
た
入
員
が
存
在
す
る
ど
い
ぅ

. 

こ
->
-

呔
、
自
已
統
制
の
不
可
欠
：の

条

件

で

あ

今

.

.

.

,

.

経
&

は

集

中

さ

れ

：て
い
る
.

か
ら
、
.，委
譲
ば
最
高
経
営
か
ら
順
次
下
へ
向
っ 

て
流
れ
る
。
従っ
て
委
譲
さ
れ.る

職

務

：の
比
重
.は
、
.階
層
が
，高

く

な

る

.
に

つ
れ 

て
、
大
き
い
。
例
え
ば
、
：
ご

.の
比
重
は
、
社
長
で.は
九
五
％
、
副
社
長
で
は
七 

.五
%
> 

:
部
長
ヤ
は
五0

%
、
：諌
長
で
は
：ニ
五
％
と
い
？
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ 

に
上
っ
て
、
：上
級
経
當
者
は
寒
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
未
々
、の
固
有
業
務
に
専 

.念
し
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
：で
き
る

0 

.
■
-

V
'ヮ
ン
，
.：. 

'

マ.
.ン
支
配
^

o
n
e
-
m
a
i
r

 rule) 

'で
^
る
..か
否
か
の
解
答
は
、
権
限 

.の

集

中

的

所

有

と

い
ぅ

側
面
の
.観
察
か
ら.は
出
て
こ
ない
。
多
く
の
企^

で
は
、 

権
限
は
社
長
：

一)

人
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
ヮ
ン
.
マ
，
ン
支
廓
と
い
ぅ
の
は
、
権
. 

.限
が
一
：
人.に
集
中
的
に
所
各
さ
れ
て
い
る
'の
み
な
ら
ず
、
そ
.の
委
譲
が
行
わ
れ 

て
い
：众.い
場
合
に
、.は
じ
め
て
成
立
す5\
。
委
譲
は
権
限
の
所
有
者
を
変
え
な 

い
が
、
そ
：の
行
使
者
を
変
え
る
。
委
譲
が

.符
わ
れ：

れ
ば
、

：

権
限
の
所
有
は
集
中 

'.
'

さ
れ
て
い
て
も
、
：
そ
の
行
使
者
は
多
数
に
な
り
、
藝

の

篇

が

生

ず

る

0 

.

•
社
長
は
そ
の
職
務
の
殆
ん
ど
：を
委
譲
し
て
い
る

'か
ら
、
.委
譲
の
良
否
は
彼
の

.

ン

七
.

,(

九
四
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.



成
功
泠
左
治
す
る
。.企
業
襲
卖
き
く
な
る
咚
つ
.
れ
；て
、

〉

：社

長

が

直

接

に

祖

〈 

当
す
る
執
行
の
範
囲
は
極
め
て
狭
く
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
社
長
.の
適
格 

条
件
枕
業
務
執
行©:
努

で

は

な

く

、
委
譲
に
出
-?
.て
、
そ
の
た
め
の
證
を
： 

:創
設
し
、.

れ
を
維
持̂

^

展
さ
：せ
：る
能
カ
に
か
が
マ
て
：
い
：
る

。
彼

の

碧

業

. 

務

を

遂

行

^

る
^

ゆ
、
：
社

長

は

組

織

：の
整
備
：に

絶
克
ず
法
意
，を
払
わ

な
ぐ

て

：
は
：
. 

な
ら
な
い
、。
更
に
、
：
組
織
に
お
け
る

#
職
位
を
み
た
す
適
材
を
見
出
し
_ぐ
彼
ら
；
 

を
訓
練
U
、
へ
彼
ら
の
積
極
的
意
欲
を
盛
9
上
げ
る
こ
と̂
，「

関
心
が
®

i

な
：: 

く
て
.は
な
ら
ぬ
 

0:.
'
'
:
.
^
v 

:

委
譲
ば
i

:
の
問
題
で
あ
る9
み
な
ら
ず:'
あ
る
1>
は
そ
れ
に'も

ま

し

て

、
.
： 

人
間
の
：問
題
で
あ
る
？

一
般
に
み
て
、
従
業
員
の
能
力
は
十
分
に
活
用
咨
れ
て
， 

い
る
と.は
い
え
な
い
よ
う
だ
。
し
か
も
、
彼
ら
は
自
分
の
能
力
を
十
分
に
発
揮 

.す
る
と
と
を
望
ん
で
い
る
。

：

委
譲
.は

彼

ら

に

能

力

，を
発
揮
し
.う

る

機

会

を

与

え 

る
。
こ
の■

が
え
ち
れ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
め
仕
事
に
対
す
る
積
極
的
意
欲
は
：
 

喚
起
さ
れ
る
。■委
譲
は
企
業.の

諸

震
.の
う
ち
決
定
的
な
因
子
た
：る
人
間
能
力

. 

を
活
用
す
る
道.で
あ
る
。

.

.
’'

:

:

:

'
■
:

'

⑵

組

霧

造

：の
一
：ー
類
型

——

讓

的

組

織

と

分

権

的

組

織

へ 

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
委
譲
を
行
わ
な
い
わ
け

.に
は
.い
.か
.な
い
が
、 

行
わ
れ
る
程
度
は
夫
々
違
う
。
こ
の
相
違
に

■よ
っ
て
、-.
.組

簾

造

：の
相
反
す
る 

ニ
つ
の
類
型
が
出
て
く
る
。

一

.づ
は
集
権
的
構
造
を
も
：？
た
組
織
で
あ
り
、

.他
、
 

は
分
権
：̂
造
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
委
譲
が
限
定
さ
れ
て

.い
る
の
に
、 

後
者
で
は
、
そ
れ
が
大
幅
に
行
わ
れ
て
い
る
。
両
者
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か

' 

は
、
最
高
経
！•

の
単
な
る
好
み
の
問
題
で
は
な
い
。
企
業
が
直
面
し
て
い
る

 ̂

 ̂

. 

. 

: 

r 

.
;
.
.
' 
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£ 
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、
.情
況
、
：.そ
0
構
@

^
の

能

カ

な

ど

：に

よ

：？
て
、
：
ぃ

ず

れ

を

採

択

す

る

：が

が

決

め 

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

'

;.
.-
,企
業
の
状
態
が
安
定1.
て
お
^:
、
：
常
例
的
な«
項
が
多
扒.場
合
に
は
、
委
談 

が
容
易
に
行
わ
杠
る
。
：競
条
場
裡
に
あ

?:
て
は
、

〔

実
際
の
状
況
を
よ
く
知
.っ
.て 

一.
.ぃ
.る
担
当
者̂
.
^
.
っ(

て
.迅
速
.な
決
定
、が̂
さ
れ
な
.ぃ
.七
、
競
争
相
手
に
対
杭
し 

パ
：ぇ.な
い
。-;
.
-こ
め
場
合
に.は
：、

(

委
譲
は
避
け
難
い
。
委
譲
を
行
う
際
に
は
、
被
委 

.譲
者
が
委
任
さ
れ
た
遂
行
し

_う

る

能

力

が

：あ

り

、
：
か
つ
そ
れ
に
双
し
て 

:
積

極

的

意

欲

を

も

：
っ
そ
.

い
；る
と
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
：
だ
か
：ら
、
委
譲
が
人
間 

資
源
を
活
用
す
る
道
だ
か
ら
i
い
'っ
て
、

：

こ
の
よ
う
な
前
提
条
件
が
欠
け
て
い 

'
る
時
に
、
委
譲
が
行
わ
れ
を
と
、：そ

.の
結
果
は
悲
掺
で
あ
る
5
従
ケ
：て

讓

化

， 

分
権
化
と'
い
：う
一
：
一
，
つ
.
の

構

造

原

則

の

い

ず

れ

を

と

る

べ

き

か

の

決

定

に

当

っ

て 

は
、
こ
れ
ら
の_馨
情
が
考
慮
さ
れ
な
ぐ
て
は
：な
ら
な
い
。

分
権
的
組
織
に
あ
っ
て
：は
、
上
級
経
営
者
は
大
綱
的
な

#
:組
の
み
を
与
ぇ
、 

あ
と
ほ
、::
部

下

に

，
ー
任
ず
る
。

こ

れ

に

反

1
.

て
、
集
権
制
の
下
で
は
、
上
か
ら 

.

.の
鲁
本
は
細
目
に
わ
た
り
、
下
級
経
営
者
は
何
ら
の
決
定
楣
を
も
も
た
な
ぃ
単 

な
る
監
督
者
と
な
る
。
.前
者
は
部
下.の
活
躍
に
期
待.を
か
け
て
お
り
、
後
者
は 

そ
の
無
能
力..を
暗
黙
裡
に
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

.企
業
活
動
の
：水
平
的
区
分
の
.为
式
と
し
て
：の
部
門
化
の
や
り
方
の

一

一
つ
と
し 

て
、
職
能
別
部
門
化
と
独
自
の
販
売
市
場
を

も

つ
製
品
別
部
門
化
と
が
あ
げ
ら 

れ
る
。
前
者
は
集
権
化
を
.も
た
ら
し
や
す
く
、
後
者
の
場
合
に
は
、
分
権
制
の 

実
施
が
容
易で
あ
る
。
テ
1

ラ
ー
は
職
能
別
組
織

(functional o
r
g
a

B.zar 

.t
i
o
n
)

を
、
ド
ラ
ッ
カ.：丨
は
製
品
別
組
織
を
支
持
す
る

(

第
1

因
参
照)

。

同」

企
業
.に
属
す
る
数
工
場
が
夫
々
異
な
つ
た
製
品
を
生
産
し
、
各
製
品
が

•営
業
'！

品別組織と職能別組織 

品別粗織

第 1 図 製

製

I
ェ
場

社 長

ェ
場

余靈 I I 金疆靈

職 能 別 組 織

社 長

I1
経
理

丨
出
張
所 

丨
出
.■張
.所 

丨

エ

場
 

I

H
場

夫
：
々

独

启

の

市

場

を

も

っ

で

.

い
る
な
ら
ば
、
各

H

場
に
そ
の
製
品
を
扱
う
営
業 

.部
を
併
設
す
る
と
と
ば
当
を
え
た
方
策
と
い
え
：る

，0
こ
の
場
合
に
は,本
社
が
：
 

各
工
場
に
：大
幅
の
委
譲
を
行
う
こ
と

.は
：.可

能

で

も

あ

る

し

、

賢

明

な

.や
り
方
と 

も
い
'え
る
。.，
そ
う
な
る
と
、
各
エ
塲
は
自
主

^

^
位
'
.

(au

-'c
+o
n
o
m
o
y
s
'

 unit) 

と
な
ヴ
、
' 

.
こ
.れ
ら
の
連
合
に
よ
っ
て
、
企
業
全
体
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と 

に
な
る
0
こ
の
や
り
方
は
民
主
的
政
治
方
式
と
し
：て
：の
地
方
分
権
制
と
類
攸
し
ノ 

て
い
る
。
こ
れ
を

「

連
邦
的
分
権
制

」
(
f

-aeral:
d
e

.oentralization>

と 

呼
ぶ
と
.と
が
で■き
る
。_
こ
：の

制

度

•の
：下
で

.

は
、
各H

場
は
独
立
採
算
部
門
と
な 

り
、
• 

： 
一:'
つ
の
企
業
を̂

^
じ
て
い
る
数
単
位
の.
1つ
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
そ
れ
. 

ぼ
ぢ
於
か
も
独
立
企
業
の
.ょ
う
な
実
質
を
備
先_今

:.
:
.
.
従
'-
?
て
エ
：場

長
.の
業
務
は 

1

企
業
め
*
爵
経
営
層
の
そ
れ
と
似
て
.：い
る0

:
:
.:'
:

'.
:

'
.'
•

■:
‘独
自
：の
市
場
を
も
づ
.製
品
別
.の
部
門
撒.成
%
と
り
.え
な
.い
企
業
，が
あ
：
る
。
.
.
.
こ

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
■ 

. :.■.
 

■,
 

-
.
.
. 

. 

,
'■
.

V
.

管
理
.の
機
檄
.と
人
間
関
係
，

の
場
合
に
は
、
職
能
別
*
工
程
別
と
い
っ
た
組
織
を
採
用
す
る
よ
り
致
し
方
が 

な
い
。
職
能
別
組
織
に
お
い
て
も
、
分
権
制
が
実
施
さ
れ
う
る
。
企
業
過
程
の 

主
要
段
階
毎
に
統
合
的
な
単
位
を
設
置
し
て
、
そ
れ
に
包
括
的
な
委
譲
を
行
え

. 

ば
、
分
権
制
の
成^;
^

^

^

こ
と
が
で
；
^

6̂
。

し

か

し
こ

の
よ

う

な
組

織

で 

は
、
分
権
化
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
は
因
難
で
あ
る

。

'

: 

職
能
主
義
：

(
f
u
nctionalism)

，に
.立
脚
し
て
、
組
織
が
構
成
さ
れ
て
い
る 

と
、
各
部
門
は
相
互.に
関
連
す
る
薩
能
の.一
つ
を
し
か
担
当
し
て
い
な
.い
か
. 

ら
、
自
主
的
単
位
た
，

^
え
ず
、
，従
づ
て
分
権
化
を
滲
透
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な 

い
。
軍
隊
式
紙
織

(military.type o
f

 

organization)：

に
代
る
ベ
き 

も
の
.と
し
て
、.
'テー

」

ヴ
I
.が
^
持
す
る
職
能.別
組
織
は
こ
れ
に
当
る
。
そ
こ
で 

は
、
多
く
の
職
能
を
担
当
し
、
：
従
っ
て
自
ま
的

#
ほ
を
形
ま
し
う
る
万
能
⑽
m 

長
が
排
斥
さ
れ
て
、
'夫
々
.の
限
ら
れ
た
専
門
的̂
^
を
も
つ
何
人
か
の
職
長
が
，
 

登
場
す
る
。
こ
の
職
能
別
職
長
制

Cfunctional f
o
r
e
m
a
n
s
M
P
)

は
作
業
，
 

規
場
の
組
織
原
理
で
：あ
る
が
、

-'
,

麗
主
義
を
企
業
全
体
の
組
織
原
理
と
す
る
こ 

と

も

可

能

で

あ

る

^

そ

う

母

る

と

マ

各

人

の

仕

事

は

限

宠

さ

れ

フ

佌

と

の

関

連 

が
な
い
と
、
；
意
味
を
尨
^
^
く
な
り
、
：_

自

主

的

単

位

：か
ら
、
，
：
組
^

#

11

が
構 

成
さ
れ
る
.。
'
:
.
:
ィ
.
.
'ゾ
#
^
^
^

違
.

邦
的
分
権
制
は
自
己
統
制

M

よ
る
経
営
活
動
の
遂
行
と
、

'

そ
れ
を
通
し
て

' 

:

の
各
層
経
営
者
：の
能
カ
の
；全
面
的
活
用
を
企
因
し
て
：い
る

;0

ド

ラ
-'
/

力
！
は̂

 

構
ぬ
童
点
を
农
く

#

伝
統
的
な
組
織
論

.

に
§

し
无
？
各
人
の
：創
意
の
発
揮
に 

よ

る

人

的

叢

活

環

可

能
.

に
す
る
組
織
原
理
：を
生
張
し
て
い
：る
。

：

彼
は
経
営 

」

者
の
：基
本
業
務
の
五
：つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
ニ
つ
を
し
て
、

1

づ 

, .

\

ぺ
 

ノ

■:
:
:

九

(

九
.

四
五)

'



け
と
部
下
の.養
成
と
が
指
摘
さ
れ.：て
.い
る
。
.分
権
化
を
も
た
ら
す
委
譲
の
た
め

. 

g
は
> 11^.
の
：積
極
的
意
欲
と
能
力
ど
が
不
可
次
■で
あ
る
こ

と
か
ら
し
て
、
と' 

れ
は
：理
解
さ
れ.る
。
.テ
ブ
ラ
丨̂

ー
流
の
エ
員
の
養
成
を
重
視
^
て
い
る
が
、
. 

'彼
0
い
う
1
流
ゼ
は
*

^

遂
行
：に
つ.い
^
9
も
の
ヤ
本
る
。
ド
ラ

「

グ
ヵ
ー
：

.は
粽
合
^

^
の
担
当
者
と
し'て
；の.経
営
者
を
強
調
し
て
い
る
？
：

i
れ
に
反
し 

て
、
7:—

ラ
：
丨
：
は
怪
営
：、
炎

&

,<
:
と
：%
、
そ
，の
下
層
を
専
門
化
さ
せ
よ
う
と
；し
た
气 

;

分

権

制

の

下

で

は

、
：
：
部
下

へ

の

.

委
譲
が
大
幅
に
行
わ̂
る

か

ら

、
；
'上

司

は

部 

下
に
対
す
る
監
督
を
縮
小
し
.う
る
。
従'-
て
彼
.の
.監
督
範
囲
ば
拡
大
さ.れ
、
よ 

り
多
く
の.部
下
を
も
て
る
。.,
'そ
の
結
果
、
：
.経
営
'の
階
層
構
造
は
平
坦
：に
な
る
。
.. 

多
数
の
権
限
水
準
を
も
.つ
縦
長
办
官
僚
制
：
.
9日
6§<
3
3
:
2
^)

の
階
層
構
造
に 

.対

し

て

、
、
分

儒

め

：そ

れ

.

は

獲

：の
當

を
も

つ
。
分
権
制
で
は
、

.

.
：
統

合

が

強

■ 

'調
さ
れ
、
官
僚
制
に
よ
る
専
p.
g
化
.の
弊
害
を
餘
き
う
る
。
.か
.'つ
：命
令.の
下
達
‘ 

報
告
の
上
達
に
お
い
て
、
，
允
権
制
は
官
僚
制
に
ま
さ
る
利
点
を

^
っ
て
い
る
。

::

:
:集
権
制
と
分
権
制
と
い
う
相
反
す
る
構
造
原
理
が
同

1

企
業
に
混
在
し
て
い 

■る
^
と
が
，あ
る0最
高
経
|5
1
1
&
か
.ら
中
間
経
営
層

(roiddle m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)

. 

に
対
し
て.は
、
委
譲
が
大
膨
に
行
わ
れ
、
分
権
制
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
：
そ 

'れ
に
も
拘
ら̂f
:
'、
.
.下
級
経
営
層'
00豸
<9
:1: ma

n
a
g
e
m
e
n
t
)

に
対
'.
1>て
は
集 

..
-■

権
的
で
あ
り
、
決
定
機
能
が
委
譲
さ
れ
ズ
い
な
い
と
と
が
あ
る
。
：
こ
：

-
に
、
単 

な
る
^'
督
者
と
'い
う
階
層
が
見
出̂
机
.石
。
そ
こ
で
は
、
中
間
経
営
層
.の
窠
要 

他
が
増
大
し
、
そ
れ
は
経
皆
の
靈
的

.な
基
軸
と
な
る
が
、
下
級
輕
歡
層
は
全
：
 

く
受
動
的
な
経
営
者
た
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
、
あ
る
い
は
そ
れ 

に
近
い
も
の
は
、
お
.そ
ら
く
数
多
く
存
在
し
て
い
.る
：
の
で
'
あ

ろ

う

0

■

: 

ー
0

(

九
四
六)

<
11〕

計

画

-

計
画
は
'予
測
を
内
容.と
.す
る
。
将
来
を
見
透
し
て
、
'こ
れ
に
備
え'る
の
が
、 

計
画
で
あ̂
。.，予
測
：

Q

結
果
を
計
数
、

通'は
、
.金
銭
で
表
示
し.た
の
が
、
予 

箅
'
:

(
B
u
d
g
e
t
)

^
あ
る
で-こ
れ
に
よ
っ
て
公
計
画
は
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り 

.
情

密

に

：な

，る
。
.計

画

に
よ

：
？
.

て
、
：
将
来0
事
態
が
予
測
さ
れ
、

：

そ
れ
に
対
処
す. 

る
最
善
の
方
法
が
綿
密
に
選
択
さ
れ
る
と
、
経

験

.
才
能
の
少
な
い
従
業
員
に 

'対
し

て

も

、：
委
譲
が
可
能->
:
:な
る
。-密

例

監

霧

は

委

譲

さ

れ

、
例
#
的
な

.も

.の
に
，
つ
い
て
の
み
、
.

上
司
の
指
隶
を
う
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

一
応
の 

;
:制
限
は
か.い
て
い
る
が-,
>
.委
譲
は
か
な
り
進
行
す
る
。

0

委
託
さ
れ
た
業
務
の
遂 

’
裳

態

に

、つ.い
：て
は
、
実
績
を
計
画
化
に
よ
ら
て
藤
供
さ
れ
る
標
準
と
対
比
す 

る
ど
^-
う
や
り
方
で

—

統
淛
が
容
易
に
な
さ
れ
る
プ
ー
方
に
お
け
る
計
画
、
他

： 

汸
に
お
け
る
統
制
は
い
委
譲
の
前
提
条
件
と
な
る

。:'
:
.
: 

■

:計
画
化
の̂

埗
は
委
譲
を
促
進
ず
る
が
、
そ
の

1̂

、
：
計
画
が
広
範
囲
に
わ 

た
：り
、
細
部
に
及
ぶ
と
V
従
養
の
創
意
が
殺
さ
れ
る
。
被
委
譲
者
の
創
意
.を 

壬
し
殺
ん
て
1
.

ま
う
よ
う
な
委
譲
は
、

〗

本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
は
な
い
。
本
来 

:の
意
味
に
お.い
弋
減
譲
は
仕»
の
執
衝
の
：み
な
ら
ず
、
そ
の
決
定
を
も
委
託
す 

る
も
の
'へ
で
あ̂

と
い
う
こ.と
が
、.齡
記
さ
れ
な
く
て
は
な
：ら
な
い
。
分
権
主 

.義
に
対
^

す
る
：委

譲

は

、
ン
こ

^.
よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
.
企
業
の 

根
本
的
目
標.*
'
基
本
的
方
針
は
上
層
で
決
定
さ
れ
る
が
、
細
分
化
さ
れ
た
計
画 

の
.決
定
.に
は
、
下
層
の
創
意
を
と
り
入
れ
て
こ
そ
は
じ
め
：て
、
委
譲
は
効
果
的 

.

.で

.ぁ
る
。
：:£
の
場
含
に
：は
、

細

分

化

さ

れ

：て
：ぃ
：̂

諸

計

画

を

全

体

計

圃

の

一

環 

に
矛
盾
な
く
編.人
す
る
，
た
.
め
に
、
'
調

整

が

、必

要

と

な

る

。

...I

執

行

か

ら

の
■計

画
の
.分

離

」
(

d
i
v
o
r
-o
e
o
f 

planningy.from doing)

は「

現 

営

の

全

構

造

(entire; structure of

 m
o
d
e
m

 m
a
n

-pge-

m
e
n
t
)

を
基

猶
づ

け

て
：
い
る

」

。

こ
，
の
：
分

離

は

ニ

.7
'
丨

ラ

-
の
科
学
的
経
営 

(scientific m
a
g
e
m
e
n
:
b
>

の
本
質
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
数
々
の

#

P 

に
も
拘
ら
ず
、
科
学
的
経
営
が

j

般

工

員(r
ank 

§<
1

6

1

0

)

を
機
械
汜
す 

る
傾
向
を
含
ん
で
い
る
こ
.上
时
否
定
さ
れ
え
な
い
。
分
権
主
義
は
各
人
が
担
当 

す
る
^

^
の
な
か
.に
は
、
執
行
の
み
な
ら
ず
、

.

そ
れ
と
並
ん
で
、
'計
画
も
含
ま 

れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
' こ
：の
主
張
は
民
主
主
義
的
理
念
に

.も
合
致
む
て
い' 

' 

る
0 

'能
率
の
論
理
で
あ
る
機
猶
が
人
間
的
諸
問
題
と
い
か
に
し

.て
調
和
を
傲
ち. 

ぅ
る
か
は
、
解
決
の
む
ず
か
し
い
問
題

.で
あ
る
0

'

:

(

三)

監

督

-

■;
'

監
督
機
能.は
命
令
と
虢
制
と
い
ぅ

11

つ
の
機
能
に
分
け
ら
れ
る
。

:
.
'
s 

.命
；' 

令 

'
.
.

上
同
が
部
下
に
何
を;̂
す
べ
き
を
指
示
す
る
の
が
、

:命
令
で
あ
る
。
命
令
に 

よ
.っ
て
、
業
務
執
行
が
発
動
さ
れ
る0

命
令
は
命
令
系
統
に
従
っ
て
な
さ
れ
な 

く
て
は
な
ら
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
<1

5

、が
命
令
し
、
''
-又

は

上

級

経

が

中 

間
経
^
!
を̂
と
.ば
し
て
.、.
.
.
下
部
.に
命
令
を
す
る
こ
と_
 (short 

c
i
r
c
u
i
t
)

は
、
，

一
命
令
系
，統
の
破
壊
を
意
味
す
，

拿
の
内
容
は
方
針
と
そ
の
細
目
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
方
針
の

.

A
し
.か
指
亲
さ
机
な
い
場
合
に
は
、
細
目
に
つ
い
て

.は

.、
自
由
栽
量
の
余
地
が
. 

部
下
に
与
えA
れ
て
い
る
。
細0
に
わ
た
る
議
な
命
令
は
、
，
部
下
め
業
務
を

.-

.: 

執
行
に
限
定
す
石.こ
と
を
意
味
す
る
。
命
令
の
内
容
が
ゼ
め
程
度
ま
：で

細

目

忆

.

わ
た
る
か
は
、
：
委
譲
に
関
係
す
る
問
題
で

.あ
る
。

:

.命
令
を
受
領
す
る
に
隙
七
て
、
，命
令
が
効
果
的
で
お
る
か
ど
う
か
、
同
じ
効 

杲
を
あ
げ
石0
に
も
つ
>
.よ
い
方
法
が
あ
る
が
ど
う
か
の
相
談
を
、
部
下
が
.上 

司
か
ら
う.け
る
.こ
&
が
あ
を
。
こ
の
よ
う
な
命
令
を
諮
問
的
命
令

.(consult- 
ative 

direction.) ：

，と
坪
ぶ
。':
こ
れ
は
集
権
制
に
お
け
る
彼
裁
的
傾
向
を
緩 

和
し
、
実
質
的
に
は
、
.部
下
の
.創
意
を
生
か
す
こ
と
に■.な> 0。

.
創

意

の

活

用

は 

計
画
へ
の
：参
与
を
意
味
す
る
。
：，

.か
く
て
委
譲
と
同
じ
ぐ
、

.

こ
れ
は
部
下
の
協
力 

と
熱
意
->
を

促

進

さ

，せ

る

と

い

:5
'
効
果
を
も
つ
：
。
：
.

 ̂
ふ

':
.
'
：
：
'

'

.

:
:

命
令
の
内
容.が
十
分
：に
執
行
さ
れ
た
：か
否
か
を
、

一:定
の
標
準
に
照
ら
し
て 

確
認
し
、.適
当
な
処
置
を
講
ず
る
の
が
、

-
統
制
で
あ
る
。
計
画
の
多
く
は
統
制 

の
過
程
に
お
い
て
：準
拠
す
べ
き
肇
之
し
て
用
い
ら
れ
る

0
標
準
設
定
と
震 

評

価

：と
に
，よ

つ

て

、
：
統

制

は

可

能

に

な

る

。
' 

計
画
は
統
制
の
前
提
条
件
ど
な
る 

の
，で.あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
統
制
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
形
態
で
、
確
立
さ
れ 

な
く
て..は
な
ら
な
；い
。
業
績
評
価
に
利
用
さ
れ
う
る
た
め
に
枕
、
計
画
は
個
人 

別
の
標
準
を
も
提
供
じ
な
く
て
_は
众
ら
ぬ.:°
:
:
r

.

.:
統
制
は
計
画>
執
行
と
の_照
合
、
に
と
、ど
ま
ら

ず
、

そ
の
.
後

の

.
処

置

を

も

含 

む
。'
.両
者
が
合
致
す
れ
ば
：、
問
題
は

.：な

い

。
：
そ
う
：
で

な

い

時

に

は

、

そ
の
原
因 

を
究
明
す
る
こ4
が
必
要
で.あ
る
。
計
画
が.不
懂
で
あ
る
こ
•と
が
判
明
す
る
な 

ら
ば
、
：.そ

の

改

善

ガ

な

さ

れ

な

く

て

は

な

ら

：ぬ
？
原

因

が

業

務

担

当

者

.の
侧
に 

あ
れ
ば
い
ハ
彼
の
寶
住
が
追
求
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
何
ら
か
の
実
力
行
使
を
伴
う 

の
が
普
通
で
あ
る。
：：
，
::
:

.

^

:し

\
:
i
'
'
v
.
,
,

ゾ

一

一〈

九
曲
七)

管
理
の
機
構
と
人
間
関
係



.:
''
'
:
:
統
制
.の
炎
い
命
佘
は
霧
で
あ
り
、

.命
令
な
く;1
>
て
は
、;>
統
制
の
対
象
は
存
.，
 

在
し
な
い
。

：
両
者
は
合
体
じ
て
、
，一
づ
の
：

%-
-
の
.、
10
ち
監
督
を#
成
す
る
？
従
；
 

つ
て
統
制
も
、
：命
令
と
同
様
：に
、
命
令
系
統
舍
迪
つ
：て
行
わ
れ
る

-0
.
'
>

.⑶
て
監
督
範
囲

(span, of supervision) 

.

ぐ
：一

人

の

上

司

が

監

督

る
^

^
数
は
、
ぃ
情
況
•
能
力
等
に
よ
つ
て
違
う 

が
、
一
般
に
上
級
経
営
渚
で
は
六
人
以
下
、
職
長
で
は
一
一

.
0丄
.ーー0
人
と
さ
れ
て

： 

い%)

。
職
長
の
監
督
範
囲
が
広
い
の
は
：、
彼
の
部
下
の
作
業
が
比
較
的
に
単
純

" 

で
あ
る
こ
と
と
、
' 彼
が
殆
ん
.ど
監
督
機
能
の
み
'を
遂
行
し
てい
る
と
い
う
こ
と 

に
よ
る
。
' 監
督
さ
れる
部
下
数
が
多
く
な
ると、
部

下

.
の
相
互
関
係

数
が

幾
何 

比
例
的
に
増
加
す
る
か
ら
、
監
督
範
囲
を
拡
大
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

監
督
範
囲
の
大
小
と
経
営
階
層
数
と
は
逆
相
関
す
る
か
ら
、
前
者
を
狭
く
す 

る
と
、
後
者
は
多
く
な
る
。
階
層
数
が
ふ
え
る
と
、
意
思
伝
達
が
正
確
•
迅
速 

を
欠
き
、
加
え
る
に
、
監
督
の
た
め
の
費
用
が
増
大
す
る
し
、
下
層
.の
創
意
は 

減
殺
さ
れ
、
従
業
員
は
積
極
的
意
欲
を
矢
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
欠
陥 

の
.若
千
を
回
避
す
る
た
め
の
便
法
と
し
て
、

例
ぇ
ば
、
:
フ
.
ェ
ィ
ョ
ル

の
架
 ̂

(
F
a
y
o
r
s

げ
9 .
^
0>〉

と
い
.？
た
も
の
が

H

夫
さ
_れ
て
い
る
0
そ
れ
は
意
思
伝 

達
の
芷
確
性

.•

迅
速
性
と
命
令
系
統
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
内
容
と
し 

て
い
る
。

.し
か
し
便
法
は
や
は
り
そ
れ
以
上
の

'も
の
で
は
な
い
。
経
営
階
層
数
を
減
少 

さ
せ
る
こ
と
に
よ
ク
て
、
問
題
を
積
極
的
に
解
決
す

.る
に
は
、
分
権
制
が
採
用
さ 

れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
従
業
員
各
自

.の
自
己
統
制
を
意
味
す
る
か
ら
、
•• 

監
督
者
：の
手
数
を
煩
わ
す
.こ
と
は
極
め
て
少
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
監
督
範
囲

::
:

.-:
:

:'.
'

:

:

.

:

.
■

一

1
:
(

九
：四
八)

は
自
^
拡
大
さ
れ
，
階
層
数
は
減
少
す
る

0

ン

ん

.

- 

.謂

ぃ

整
•
 

.

企
業
規
模
の
拡
大
に
つ
れ
：て
、
調
整
の
重
要
性
は
増
す
。

.:
,
一
般
に
、
大
企
業 

..で
：は
、—
別
化
的
傾
向..(divisive:tendencies>

が
強
い
。
：
こ
れ
を
相
殺 

す
る
統
合
化
傾
向.(integrative: tendencies)

を
も
た
ら
す
の
が
、
調 

整
の
役
割
で.

へ：：

差
別
化
的
傾
向
が
余
り
に
も
強
い
場
合
に
は
、

.

「

専
門
化 

の
利
益
の
一.部
を
犠
牲
に
し
、
：
相
互
に
密
接
な
相
互
関
係
を
有
す
る
業
務
を
一 

人
の
長
の
も
と
に
置
い
て
、
相
互
間
の
調
整
を
容
易
に
ず
る
必
要
が
起
っ
て
く 

る
0」

、

'

ノ
，
調
整.は
専
門
化
と
表
裏
し
、
-
そ
の
弊
害
を
是
正
し
ょ
ぅ
と
す
る
機
能
で
あ 

る
。
，
各

部

門

が

夫
々

の

，専

門

分

野

に

固

執

し

、
_

連
業
務V

.

の
影
響
を
無
視
す 

る
と
、
企
美̂
体
の
目
的
達
成
は
不
成
功
に
終
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
種 

々
様

.々の
業
務
を
共
通
目
的
に

向
：.

っ
て
、
全
体
と
し
て
円
滑
に
進
め

て
い
く
必 

要
が
.あ
る
。
部
分
的
利
益
を
全
体
的
利
益
に
調
和
さ
せ
る
ょ
ぅ
に
、
各
部
分
を

' 

体
f

す
る
の
が

，、
調

整

の

課

題

で

あ

る

。

.

li.

ュ
ー 

'
マ
ン
は
■

■

を
^

^

し
て
い
る
の
では
な
い
が
、
そ
れ
を
独
立
の
経 

営
機
能
と.は
し
1
い
な
い
。
と
こ'ろ
が
、
，
ゴ

~

ド
ン
は
調
整
を
、
意
思
決
定
と 

旅
べ
て
、
最
高
経
営
層
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
も

そ
れ
は
、

S

 

一
し
え
ず
、
最
高
経
営
層
が
自
ら
担
当
し
允
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
能
と
し
て
、
重 

視
さ
れ
て
い
る
。連
双
g

i
権
■
め
下
で
の
製
品
別
部
門
の
責
任
者
は
調
整
の 

機
能
を
も
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
、
彼
は
独
立
企
業
の
最
高
経
営
層
と 

類
似
し
て
い
る
。
分
権
制
で
は
、
各
部
門
毎
に
、
調
整
が

な
さ
れ
て
'い
る
か
ら
、

D
r
u
c
k
e
r
, 

T
h
e

 Practice o
f

 

m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 
1954

)

は
五
つ
に

ぃ
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ぅ
ち
のH

つ
：は
訐
画
と
組
織
で
あ
り
、
残
り
の 

三
.
'
.
つ
は
，：人
間
的
要
素
で
あ
る
。
，
即
ち
動
.機
づ
け
及
び
意
思
伝
達(moti—. 

vatlon 

a
np.
'
0
0
 
日 m

u
n
i
c
a
t
i
o
n
〕
•

評

価(job o
f

 m
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
)
.

 

■部
下
の
養
成(

d
e
v
e
l
o
p

.M.ng. people).

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

、パ
I
ナ
；I
ド
は
、
务
式
組
織
を
維
持
す
る
の
に
#
耍
な
要
素
と
-L
て
、
共 

通
目
的〈c

o
m
r
a
o
n

 

purDose)
：

積
極
的
な
協
屬
意
欲(

w
i
s
n
g

t+
o

ooz
o
p
e
r
a
t
e

)

:.
«
思
伝
®
 (

o
c
^
P̂J
B.
o&i
c+
s*
E

を
あ
げ
て
い
る
。
八
み
式 

組
織
を
維
持
す
^
の
.は
#'
理
者
の-

任
務
で
'あ
る
か
ら
、
-/
こ
れ
ら
三
つ
は
管
理 

櫸
能
の
中
核
と
解
す
冬
シ

'-
1

が
で
き
る
。

•
本
論
の
.
こ
の
；

.部
分
，で
は
、，._
樯
的
な
も
の
.が
主
に
注
目
さ
れ
て
い
る
か 

ら
、
ド
ラ
ッ
ヵ

ー

や々
丨

ナ

ーK
が
指
摘
し
て
い
る
人
間
的
な
侧
砰
は
後
述

.に
譲
る 

0;-
: 

::'
-
'
.
.
:
:
.
0

」

，r
;
: 

:
:
:■

企i
K

玉
体
の
そ
れ
は
、
^

制̂
に
お
け
る
よ
り
も
容
易
に
.な
さ
れ
ぅ
る
。

.

, 

'
•
. 

’

'

.

C
1

)

経
常
機
能
に
つ
い
て
の
、
こ
の
分
類
法
は
.フ
エ
ィ
a
ル
の
そ
れ
と
合
致 

し
て
い
る
。
た
だ
、
彼
が
調
整
を
第
四
に
、
銃
制
を
.第
五
に
あ
げ
て
：い
る
点 

で
は
、
相
遗
が
あ
る
。
こ
の
順
序
を
逆
に
し
.た
の
は
、，.
.命
令
と
統
制
と
は
.監 

督
を
.桃
成
す
る
ニ
.つ
.の
要
素
と
な
る
か
ら
.で
あ
る
。

二 

41
■マ
ン
の
分
類 

は
や
は
7
五
.つ
に
な
っ
て
い
る
が
.
、
.調
擊
が
眛

.か
：
れ
、
経
営
要
素
の
調
達 

(
a
s
s
e
m
b
l
i
n
g
H
e
s
o
u
r
c
e
s
)

が
新
た
に
入
れ
ら
れ
て
あ
る
。
す
べ
て
の 

経
営
活
動
の
な
か
に
、
調
整
ば
入
り
.こ
ん
で
.い
、
る
か
ら
と
い
ぅ
の
が
.、
'
そ
れ 

を
独
立
の
経
営
機
能
と
し
な
い
理
申
で
fc
.
.る
0
し
が
し
そ
れ
を
命
令
に
含
ま 

せ
る
理
曲
は
あ
ま
り
明
ら
が
で
な
い
。
経
営
要
素
O'
調
逮
に：

つ
，
い
：て
は
、

そ 

れ
が
命
錢
.
物
財
で
あ
れ
ば
、.
当
.然
'>
業
務
執
行
の
分
.颳
に
入
れ
ら
れ
る
べ
.

.

.き
で
あ
る
.。
対
象
が
人
間
で
あ
っ
て
も
:;
そ
：れ
が
：商
品
と
し
て
の
^
働
力
と
. 

観
念
さ
れ
る
.限
り
.ル
V
同

じ

：こ

と

が

い

え

る

サ

こ

，
の

調
達
：に

:'
つ
.い
て
ば
、
-
二 

ュ
ー
.マ
ン
は
経
常
幹
部
に
の
み
'ふ
れ
て
■い
る
。
- 一：
.
...
:

.

■ 

ノ 

. 

V 

.

.

へ
,
.
. 

, 

•

/ 

.コ
 

Iド

ン(K- 

A
-'
I
G
o
r
d
o
n
, 

B

ri
s
ifc
J
e
s
s 

L
e
a
d
ership 

in the 

L
a
r
g
e

 Corporation,;
1
9
4
8
)

の
分
類
は
筒
潔
で
あ
る
て
彼
は
：意
思
決 

定

(decision .
m
a
k
i
n
g
)
，

と
調
整
ど
'を
あ
げ
，て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。，
前 

者
は
张
案(initiation)

i'
認
可(

a
p
p
r
o
v
a
l
)

と
に
細
分
さ
れ
る
。
彼

.

,
が
間
題
と
しV

い
る
'の
は
、
経
.常
機
能
一
艘
で
は
な
.く
て
、
最
高
逢
営
層
50

【

機
能
で
知
る
。
彼
が
指
摘
..し
て
い
も
の
は
。
監
督
；と
_
別
さ
'れ
备
管
理
の
.機 

能
セ
.あ
..る
:̂
.解
釈
ず
.る
-と
'，. ：■

納
；得
.が
い
ぐ
.0
:
.
'

ド
‘.ラ..'
ッ
，力
'
.
—パ
p
a>
.c+
;
e
r
P
.
.

管
浬
の
機
：櫛
と
A
调
期
部 

.

..

(

2

0
バ

ー

ナ

：：丨

ド:(op. cit., p.: 75
)

は
組
織
を
構
成
す
る
活
動
を
貢
献 

(contribution)

',
と
称
し
、v

そ
の
主
体
を
貢
^
 

(contributor
〉

と 

:
.
呼

ん

でH
る
b
と

れ
は
逭
式
の
構
成
員
跃
外
'の
入
々
.が
組
織
に
貢
献
，し
て
ぃ 

る
.事
実
を
含
蓄
す
る
も
の
'.で.あ
岑1

4

C
6

)

.
ド
ラ
：.ッ
力t

c
b
p
.

 

c
i
r
d
, 

205
〕

は
：次
の
.よ
テ
に
述
べ
て
い
るo

.

.

.

.

. 

.

.
• 
.
 

-
 

: 

.
 

+• 

. 

. 

. 

•
.

'.
'■

,:nl

九
.がc

違
邦
釣
分
：権
制

〕

，#
可
龍
セ
な.
.ぃ
場
#
に
は
、

：：

"職
能
的
分
権
制
〃

.

.

(

3)
Qordon, op. 

o

f

 

.平
井
泰
太g

 
.
森
昭
夫
共
訳
一
五
七
頁
。

(

4) 

TaylQW, S
h
o
p

 M
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n
a
g
e
m
e
n
t
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(

5) 

D
&
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k
e
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25 50 75 100

法 W .  H. ニュ— マン「経営# 理」作 
原猛志訳243頁の表参照。第 2 • 3 因 

:では，各種:能力の相対的重要性が，本 
■図セは，各種業務にあてる時間の比重 
が図示されているのであるから，両者 

はje確に一致するi はいえなv>。 しか 
し— 般的傾向どしてみるならば，大体 
同じものとするごとができる。従づて 

ン両者は比較可能である。

第 4 図経啻赠屑別の，各種職務I ハ 
にあてる時間百分率

第2 図経営階層別の，各種能力 
の相対的重要性の苗分率

注 H • フェイヨル「産業並に一般の管 
理」都筑泶訳.1 3頁の表ょり作成。

(1 )本因は，フヱイヨルが30年間（1888- 
1918)社長をしていた従業員約1 万の 
鉱山兼冶金会社を事例にとつ で，作成 
されている。素材は特殊であるが，一 
般的傾向が表示されている。

⑵. 技術部門以外の，商業•財務等の部 
門にあてはめるためには，技播能力に 

代えるに, 当該镩鬥特有の能力をあげ 
ればょい< ;:

(3)本図は第1 因の製品別組織に対応す： 
るものと解しうるo

第 3 図企業規模別経営責任者の，各 

種能力の相対的重舉性わ苗分率

極太企茱

中企 業  

ボ企業

答
•呷 ハ ヤ こ 25 50 7 5 1 0 0

* H  • フュイ3 ル 「産業並に一般の管 
理J 都筑泶訳1 5頁の表より作成。本 
表は生産企業につV、てのものであるが， 
その他の企業にあてはめるためには， 
技術能力に代えるに，当該企業特有の 
能力をあげればよい。
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；
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.
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を
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は
次
の
ょ
う
に
述
べ
て

い
る
。「

普
通
の
や
り
方
、
.
換
言
.ず
る
'と
.、

軍
隊
式
'の
.木
で
は
.、：
工
員
.は
幾

つ
“か
の
*
団
：に
分
げ
ら
：れ
各
。
夫
：々

の

.集
固
.
屈
す
.る1:

般
工
員
は
、パ1

:

人

•
.の
人
か
ら
；の
み
、

つ
ま
.り
、'.
'彼
ら
の
所
風
ず
一
る
集
団
の
.職
長
文
は
組
長
か
ら
'
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命
令
を
う
け
る
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/経
営
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諸
職
能
汝
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陂
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っ
て
く
る
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n
a
l
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n
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組
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.
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あ
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す
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経
営
階
層
別
に
お
け
る
各
種
必
要
能
カ
の
鋳
的
重
要
度
，を
み
る
と
、
階
層 

'を
登
る
吟
つ
れ
て
、：
：專
門
能
力
ょ
り
も
、

"
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又
は
管
理
能
力
の
重
要
度
が
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対
的
；
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書

ぐ

な

'々

て
く
る
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(

第
公
因
参
照

)

？一、

般
工
員
で.は
、

技
術
能
力 

以
外
の
も
の
は
殆
ん
ど
必
要
と
さ
れ
な
い

9
経

が

_

又
は
管
理
能
力 

.

一
を
必
要
と
す
る
程
度
は
、
：
企
業
規
模
が
拡
大
す

る
に
つ
れ
て
、：

大
き
く
な
る 

(

第
丨
因
-

こ
れ
ら
ブ
ー
ー
つ
の
傾
向
か
ら
し
セ
’

大

企

業

の

最

高

藝

者

に

お

い 

て
は
、
.
：経
営
又
は
管
理
能
力
i

童
が
非
常
に
大
き
く
な
る
。
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.第
3 
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で

ぼ

め

な

か

で

の

管

理

と

監

督

と
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区
分
は
は
っ 

V

き
a

し
な̂

>

が
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第:4
'

図
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
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携
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督
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督
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能
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：
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な
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あ
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保
留
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
：
そ
れ
が

$
務
処
理
的
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

：

■の
主
将
、
委
員
会.の
委
員
長
と
い
？
た':同
格
考
の
間
で

(

の
長
で
は
な
く
、
.別 

し
か
し
認
可
は
調
整
と
結
合
し
て
い
る
限
り
、

.そ：れを
消
極
的
な
も
の
に
し
て
格

.の
：存
在
で
あ.る
と
い
え
る-。

社
長
は
管
理
者
め.' 一' 員
で
あ
る
と
い
う
よ
り 

し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
'.い
窖
で
あ
る
。•発
案
は
ぎ
部
門
の
責
伍
者
に
委
譲
さ
れ
，
%
、

別
格
：

Q

管
理
者
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d
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r
a
t
o
r
)
'

で
あ
り
、
他
の
取
締
役
* 

るQ

が
普
通
で
あ
る
が
ら
、

そ
'れ
ら
は
各
々

 

'
専
門
的
視
野
か
ら
作
成
さ
れ
主
要
部
門
の
寶
任
者
を
含
む
上
級
管
理
者
.
.

(senior administrator〉'

と
区 

る
0'
各
部
門
か
ら
の
発
案
：は
、
全
社
的
見
地
に
立
脚

1>
て
、
調

整

さ

れ

な

く

て.
別

す

る

の

が

、

現
状
に
：即

し

て

，い
る
0

,
上
級
管
理
者
は
社
長
と
同
格
者
と
い
う 

は
な
ら
な
い
。
最
高
経
営
層
ば
統
合
的
役
割
を
担

.寧
る
必
要
が
あ
る
。
各

部.
よ
り
も
、
そ
の.補
佐
役
.cassistant)

に
：近
い
地
位
に
あ
る
。
彼
ら
は
委
員 

門
に
共
通
す.る
基
本
的
計
画
の
樹
立
、
組
織
大
綱
の
作
成
及
び
調
整
は
、
と

.の会又はそ

.れ
に
準
ず
る
会
合
を
通
じ
て
社
長
を
補
佐
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。 

層
の
努
力
に
依
存
ず.る
。
 

^
最
高
経
営
層
が
複
数
制
で
あ
っ
て
も
、
単
一
制
で
あ
っ
て
も
、
企
業
規
模
が 

，.最
高
経
^IP

は
、
.

「

そ
の
下
の
専
門
家

(specialist)

と
区
別
す
る
た
め
に
、

.あ
る
程
度
大
ぎ
い
と
、
：：最
高
経
営
層
だ
け
で
は
、
統
合
的
機
能
、
.即 

往
々
ゼ
ネ.ラ
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.ス
..ト
.
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a
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t
)

.と
呼
ば
れ
て
い.る
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ネ

ラ
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管

理

機

能

を

担

当

す

る

：
の
は
®

M

で
も
あ
る
し
、'当
を
.■え

た
と..と.で
も
な
い
.。 

と
い
う
の
は
こ
の
層
の
機
能
.の
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
企

業

活

動

全

体

に

お

S
尚
経
営
層
は
そ
：の
固
有
の
業
務
以
外
の
も
の
を
委
說
す
る
と
共
に

、
0
0 

い
て
、
専
門
的
的
活
動
が
部
分
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
；に
、
統
合
的•

一
 

務
を
も
委
譲
せ
ざ
る
を
：え
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
-
補
佐
役
に
業
務
を
委
託
す
る
の 

般
的
活
動
も
部
分
で
あ
る
。

..
同
じ
部
分
で
あ
マ
て4'
、
統

禽

活

動

は

、
全
体
：
、

：

も
委
譲
で
あ
る
。
'
こ
の
委
譲
の
巡
要
性
は
、
¥:1

制

の

場

合

、
よ

々

双

^

で
あ 

的
活
動
の
う
ぢ
で
、
か
な
め
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
：い
，る
ぐ

.. 

，
■

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
:.
*

筒

経

営

層

の

職

務

を

.一
人
で
完
遂
す
石
の
は
不 

:
最
高
経
®

の
職
務
は
チ
ー
ム
の
職
務
と
し
て
組
織
さ
る
べ
き
だ
と

.い
う
意
' 

'
.可
能
で
あ
る
。
が.-<
.て
最
高
释
営
層
の
職
務
は
1
^

的
に
は
何
人
か
の
人
々
の 

見
が
^

^
,0
チ
I
ム
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

'
最
高
経
営
層
を
構
成
す
る
二
人
以
•;
協
働
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
と

.に
な
る
。
神
出
の
き
く
、
行
動
力
の
あ
る
社 

上
が
同
格
で
あ
り
、
夫
々
独
自
の
責
任
領
域
を
も
つ
と
い
う
之
と
を
意
味
し
て

.

.長
と
思
考
力
の
あ
る
補
佐
役
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
結
合
は
、
企
業
目
的
の
達
成
に 

い
る
。
各
人
が
責
任
を
負
う
、
独
自
の
領
域
を
も
つ
と
い
う
の
は
、
委

員

会

の

と

.っ
て
、
好
ま
し
い
協
力
で
あ
る
。
こ
の
補
佐
役

.
ス
；タ
ッ.フ
は
、
そ
れ
自
体 

如
き
共
同
責
任.で
は
な
い
こ̂
を
示
す
。.
最
高
経
営
層
が
同
格
の
一
一
人
以
上
か
：

•
.

と
し
て
は
、
最
高
経
営
層
を
構
成

^
る
も
の
で
は
な
，い
が
、
’
そ
の
職
務
を
委
譲 

.ら
な
る
の
を
、
複
数
制
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
ぎ
る
。
：：複
数
制
は
望
ま
し
い
か
も
知
，

.：
さ
れ
る
こ
と
に
よ
，っ
て
、
畫

的

に

は

、

*
高
経
営
層
の.一.
部
と

.し
て
機
能
す 

れ
な
い
が
、
実
際
に
は
、
.単I

制
を
と
っ
て
い
る
..の
：が
^

^
。
つ
ま
り
、
経

営

へ

；

る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
最
高
経
営
層
の

# ：
属
物
で
あ
る。
'

権
が
社
長
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
方
式
が
普
及
し
て
い
る
。
社
長
は
チ

ー

ム

•

,
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ス
■.タ
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/

軍
隊
は
、
国
家•
教
会
と
並
ん
で
、
近
代
的
組
織
め
先
歌
を
な
じ
た
。
企
業 

の
組
織
化
は
こ
れ
ら
に
お
く
れ
て

.お
り
、
：
そ
と
で
、
組
織
が
問
題
と
■な
り
は
じ 

め
た
の
は
、
：
一
九
世
紀
末
か
ら
ー
ー

0
世
紀
は
じ
め
に
か
け
：て
で
あ
る
。

共
i

性
格
加
ら
し
て
、
企,

織
が
窜
隊̂

^
か
.&
7K
唆
を
え
：た
と
し
て
も
、 

不

屋
.で
は
な
い
。
軍
隊
組
織
の
'特
色
ほ
、.ス
タ
ッ”フ
制
度
を
よ
く
利
用
し
て
. 

い
る
と
.い
う
.こ
.と
と
、
命
令
の
系
統
•
.そ
：の
一1兀
#
か
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と 

に
あ
る
。こ
の
よ
う
•
な
組
織
^

ス
タ
ッ
フ
fi
l
jli
:
^
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staif 

organization
〉

と

呼

ぶこ
と
が
で
き
る
。：‘
司
令
部
は
命
令
に
必
要
な
人
格 

.と
計

画
♦
組
織
に
必
要
な知0謀
と
の
結
合
か
ら
形
成
さ
れ
.な
：が
ら
.、
；
し

が

も

命 

令
の
ー
ニ
蛋
が
確
保
さ
れ
る
±.
ヲ

に

な

，
？
.

て
い
る
。

.

:

組
織
は
特
定
の
因
的
を
達
成
す
る
た

.め

.の
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
自
的 

と
な
る
も
办
で
は
な
い
。
従
つ
て
組
織
は
そ
れ
が
達
成
し
よ
う
と

^,
石
目
的
に 

よ
つV

規
定
さ
れ
る
。
更
に
、
議
は
そ
れ
が
直
面
す
る
情
況
、

V
-C
の
構
成
員 

の
状
態
に
疮
じ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
、
あ
る

M

体
で
、
，
.
特
定 

め
組
織
が
効
果
を
あ
げ
，た
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
れ
を

そ
の
ま
.ま
、
靡
の
団
体
で 

探
用
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
う

.る
と
期
待
す
る..こ.と
：は

で
-#
た
い
？ 

こ

れ

か

ら

し

て

も

明

ら

か

な

よ

う

1̂
、

)

.企

第

は

軍

隊

組

織

を

参

考

に

す

る

の

は 

当
を
.え
た
こ2:
-
で
あ
石
が
、
，'
そ
.れ

を

そ

の

ま
ま
採
用
す
る
の'は
^

^
で
.も
あ
る 

し
、
寶
明.な
こ
と
で
も
な
い
。
.し
か
し
種
々
様
々
な
団
体
の
諸
組
織
の
間
に
、 

共
通
的
也
格
を
看
取
す
务
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
注
目
ず
る
こ
^
に
よ
つ 

て
、
組
織
の

j

^
理
論
が
^-
ぽ

さ

れ

る

。

あ

ダ

団

体

が

他

の

围

体

の

砠

^

を
参 

.

.
管
理
の
，
機

構

と

人

間

関

係

.考
と
し
て
十
分
に
利
用
す
る
に
.は
、
こ
の
一
般
理
論
の
理
解
が
前
提
と
な
ら
な 

く
て
ぱ
な
ら
ぬ。

：
.

■

•

.軍
隊
組
織
を
企
業
組
織
に
適
用
す
る
の
に
批
判
的
で
.あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
'

.
テ
1 
ー7
Iと
ド
ラ
...
ツ
，'力
'
”
^

げ̂
る
^
と
が
.。で
き
る0
批
判
が
向
け
ら
れ
る
面 

は
.、
.後
者F

は
，、
.過
度
の
権‘限
を
行
使
す
る
ス
タ
：ッ
フ
：で
あ
り
、
前
者
で
は
、

万
蔽
職
提.を
必
然
化
す
る
命
令
の
，

1 
一

R

性
.で
.あ
る
。
最
高
経
営
層
に
付
属
す
る

' 

ス
タ
ッ
ラ
機
能
を
限
定
ず
る
こ
と
に
よ
っ
.て
、
ド
ラ
ツ
カ
I
は
.分

権

化

を

徹

底 

'し
.ょ
：
う
.と
す
.る
。
.テ

ー
ラ
ー
.
の

職

能

的

職

長

制

は

作

業

管

理

の

集

中

化

、
、
即
ち 

集
権
化
を
意
味
す
：る
0
'
4
.
^
£
fc
i
へ
っ
て
、

ス
タ
ツ
ジ
.機
能
の
限
定
は
分
権
化 

を
？
そ
：の
強
化
は
集
権
化
を
意
味
す
る
。
ネ
：タ
ッ
：

7
な
ぐ
し
て
は
、
大
企
業
を 

#
全
'に
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
如
か
ら
、
そ
こ
で
の
ス
タ

'/
フ
問
題
は
ス
タ 

:
ッ.
.フ
を
存
夜
さ
せ
る
か'ど

う

か

で

は

な

く

、

そ
：の
機
能
を
.ど
.
の
ょ
う
に
.限
定
す 

る
か
.に
あ
る
。

•ス
.タ
ッ
フ
は
最
高
経
営
層
の
能
力
.
時
間
を
被
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
格 

的
延
長
と
し
て
機
能
す
る
.0
組
織
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
.て
、
ス
タ
ッ
フ
-C
O
重 

要

性

し

、
そ
.の
業
務
範
囲.は
広
く
な
る
。
ご
れ
に
対
処
し
て
、
ス
タ
ッ
フ 

；

は
--
入
ヤ
は
な-<
/
、
何
人
：か
の
協
働
を
形
成
す
る
に
至

^
*°
協
働
に
お
い
て
、

.当
然
丫
機
能
の
；分
割
が
行
わ
れ
、

'
,ス
タ
r
.
フ
た
：.る

佩

々

人
は

夫

々
の

専
門

家

の 

ょ
-う
に
灰
ら
权
る
。
-
U
か
し
ス
タ
ッ
ラ
部g：

金
体
と
し
て
は
、
統
合
的
機
能
が 

担
当
さ
れ
て
い
る
事
態
は
変
ら
な
い

。
，こ
の
統
合
を
表
象
す
る
の.は
、

ス
タ
ッ 

フ
部
朽
の
責
馨
枚'あ
る
。
ス
：
'ダ
ブ
フ
が
；単
な
る
専
F9
的
知
識
の
供
給
者
で
あ 

る
な
ら
ば
' 
そ

の

霧

は

、̂

:
責
任
者
又
は
外
部
の
専
朽
家
に
ょ
マ
て
も
、

.

:>

七

'

(

九
五
三)
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■ 

' 
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五
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.

yt
-
1r
さ

a
る
。
K
実
i
決
し
て
そ
ぅ
で
は
な
い
;9
,
ス
タ
ス
フ
^
:、
へ
あ
く
：
あ

：で

.■%■
く

傾

向

は

な

，
い

だ

ろ

ぅ

か

。

ラ
ィ
ン
と
し

.'て.0,
経
験
'に
泛
し
い
.場
合
、
特
に
、
 

最
高
経
^;
1
が
自
ら
担
寒
ぺ
ぎ
響
的
機
能
の
遂
行
を
委
往
さ
れ
て
.ぃ
る

の

へ

こ

：の
傾
向
が
麗
と
な
る
。
*
筒
経
営
層
は
こ
れ
を
是
JH
U
な
く
て
は
な
ら
な

.で
私
な
 

0八
,

へ
：
：:.
'
.
: 

.分
権
化
ざ
れ
だ
部?3
ゆ
企
業
0

ー
：
部

で

あ

り

な

が

ら

、
独

立

企

業

；に

近

.

い
.実
；' 

質
を
も
十

V

い
る
。::
か
が
?>
;
:部
門
の
寶
任
者
に
、
^
タ
ッ
プ
が
，つ
：け
ら
れ
る̂

Iと
が
一
あ
.る
。
ス
タ
.ッ

ブ

が

s
て
：い
ダ
と
一
いう
ご
と
は
、
■.そ

の

部

門

ゆ

責

. ヾ

任
者
が
響
的
觀
を
も
委
譲
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
汞
す
。
分
権
的
な
企
業
で 

は
、
統
合
的
機
能
が
分
散
ざ
れ
て
い
る
の
で
、
本
社
ス

タ
ッ
フ
の
比
重
：
は
、
そ
： 

れ
だ
け
小
さ
く
な
る。

.
：
'

:

思
索
す
る
が
、
：
命̂-し
か
い
と.い
う
の
が、
.ス
タ
ッN
活

動

の

原

則

：で

あ

.. 

る
。
.ス
タ
r 

Nは
決
定
機
能
に
参
与
す
る
。
彼
は
発
案
：を
す
る
が
、
認
可
は
委 

ね
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
認
可
を
事
務
処
理
と

ず
る
程
に
、
す
ぐ
れ
た
売
案 

を
な
す
こ
と
が
、
彼
に
.期
待
さ
れ
て
い
る
。
'彼
の
助
言
は
直
ち
に
.執
行
し
う
る 

衫
式
で
あ
るこ
と
が
望
ま
じ
い
。ス
タ
ッ
フ
の
経
営
内
の
地
位
は
上
級
管
理
者
. 

ょ
.り
も
低
く
，
中
級
管
理
者
並
又
は.そ
れ
以
下
で.あ
.る
.こと
%'
.お
る
。
：そ
れ
に 

も
拘
ら
ず
、
実
質
的
に
は
、
彼
は
極
め
て
大
き
な
権
限
を
握
り
う
る
立
場
に
あ 

る
。.
こ
の
ょ
う
な
場
合.に
は
、.彼
を
.め
ぐ
る
人
間
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
監
督
者
と
対
照
的
で

あ
る

,0
後
者
ぼ
意
思
佚
定<
参
加
す
る
機
： 

.会
を
与
え
.ら
れ
て
い
な
い
、
行
動
の
人
で
あ
る
の
に
、
前
者
は
決
定
の
発
案
を 

担
^
す
る
が
、1?

ィ
ン
と
し
て
の
権
限
を
も
た
：な
い
思
索
の
人
で

あ
る
。
両
者 

の
対
照
は
計
画
と
執
行
と
の
分
離
を
典
型
的
に
表
現
し
て

い
る
0
行
動
に
接
触 

し
て
い
な
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
機
能
的
合
理
性
を
重
視
し
て
、
人
間
味
を
欠

.
'ス
タ
ッ
：.フ

の

機

能

は

専

任

者

疫

ょ

：
っ
て
.の
み
な
ら
ず
、

:.
部

門

責

任

者

又

は

彼 

ら
が
参
加
す
る
委
員
会
な
ど
紀
よ
っ
て
も
担
当
ざ
れ

$
る
0
こ
め
場
合
に
は
、 

そ
.の

適

格

性

が

問

題

と

な

る

？
集
権

制

の

：下
で
.

の
専
門
機
能
の
担
当
者
に
、
'統 

合
的
機
能
を
担
当
し
う
る
資
格
条
你
を
備
え
.て
い
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
む 

ず
.か
し
い
:°
:

■..
.
V
.
.
-
-
-

 

V 

.
'
' 

‘
、§
:

_
員
：
会
'
'ン
'へ

■■
'
:
'
:

委
員
会
は
同
格
者
か
ら
な
る
会
合

.で
あ
り
、
南
同
責
任
を
■と
る
。
委
員
会
制 

度
は
.「

T
モ
ク
ラ
シ
ー
表
現
の
一
形
式
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

」

が
、
こ
れ
.ほ
ど

C
3

「

濫
甩
さ
れ.た
も
の
は
柄
そ
ら
ぐ
管
理
機
構
.の
な
か
に
な
い
で
あ
ろ
う

」

。
す
べ 

て
0

人
の
：
責

任

で

あ

る

と

：：い
う
と
.

と
は
"
結
局
、
誰
の
責
任
で
も
な
い
と
い
う

. 

結
果
を
招
き
や
ず.い
。
集
団
判
断
を
可
能
.と
す
る
が
、
そ
の
反
面
、
妥
協
に
は 

し
り
や
す
い
。
そ.の
上
、.時
間
と
経
費
が
か
か
る
。
委
員
会
は
幾
多
の
長
所
を 

も
っ
て
い
る
が
：、
そ
の
活
用
ば
む
ず
か
し
い
。

最
高
経
営
層
ゆ
付
属
機
関
と
し
て
の
：委
員
会
が
、
こ
と
で
の
問
題
で
あ
る
が
、 

そ
れ
は
各
部
門
の
責
任
者
に
ょ
.-
?
て
：構
成
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て 

、そ
れ
は
横
の
意
思
伝
達
に
役
立
ち
、
各

^

H
間
の
調
整
を
可
能
とする
。
寄
与 

す
る
程
度
は
調
整
に
お
げ
る
ょ
り
も
少
な

4
た
ろ
う
が
、
そ
れ
は
基
本
的
決
定 

の
発
案
を
も
担
当
し
う
る
。
こ
れ
ら
か
ら
し
て
、

「

委
員
会
は
ス
タ■/
フ
部
門
を
.

(

9)

.

補
ぅ
も
の
で
ぁ
る」

と
ぃ
ぇ
る
。
- 

.

機
能
的
に
は
、
委
員
会
は
ス
タ
ッ
フ
と
ぼ
ぽ
同
一
で
あ
り
、
M:
に
、
ス
タ
デ 

フ
の
方
が
ょ
り
能
率
的
で
あ
る
か
も
知
れ
だ
い

.。
し
.か
し
委
員
会
は
ス
タ.ッ‘フ 

の
も
っ
て
い
な
い
長̂
を
も
つ
。
こ
れ
は.そ
の
構
成
員
が
ラ
イ
ン
の
.担
当
者
で 

あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
調
整
が
そ
の
対
象
た
る
部
門
責
任
者
の
討
論
に
ょ
っ 

て
な
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
彼
ら
の
緊
張

(
t
e
n
s
i
o
n
)

が
軽
減
さ
れ
る0 

決
定
が
そ
の
実
施
者
の
発
案
に
な
る
時
は
、
；
彼
ら
の
積
極
的
協
力
が

 
>夂
ら
れ 

る
。
こ
れ
ら
に
加
え
る
に
、
部
門
責
任
者
は
割
摁
主
義
へ

c
o
m
p
a
r
t
m
e
n
t
a
l
i
-

 

z
a
t
i
o
n
)

を
脱
し
て.、
企
證
体
の
立
場
か̂
考
え
る
こ.と

を

学

ぷ

。

単

.に 

機
能
を
遂
行
す
る
と
い
う
だ
け
な
ら
、
委
員
会
に
代
え
る
に
、
ス
タ
ッ
フ
を
以 

て
し
た
方
が_

な
場
合
が
多
い
が
、

：

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
委
員
会
が
あ
げ
う 

る
ょ
う
な
人
間
的
音|味
を
も
つ
効
果.は
期
待
さ
れ
え
な
い
。

(

ニ)

中
間
経
営
層

中
間
释
'#
層
は
俗
に'い
う
部
課
長.を
指
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
：経 

営
階
層
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
決
め
る
め
は
、
呼
称
で
は
な
く
、
機
能 

で
あ
る
。
中
間
経
営
層
は
単
な
る
監
督
者
で
は
な
ぐ
、

'
.
"
決
定
機
能
に
，参
加
す

る 

管
理
者
で
あ
る
。
こ
の
層
の
う
ち
、
管
理
を
主
と
し
、
比
較
的
高
次
の
決
定
に
参 

加
す
る
め
が
上
級
管
理
渚
で
、監
督
の
比
重
が
約
举
ば
に
す
^-
ず
、低
次
の 

.決
定
.に
し
か
参
加
し
え
な
い
：

_の
ば
.下
級
管
理
者......

(

.^-
£!
.0
;1:
.

a
d
m
i
n
i

'̂ra1;or)

.で
あ
る
：。
前
者
は
最
高
警
層
に
接
じ
、：
後
者
ば
：監
督
者
に
接
す
る
。

-.

へ
.

⑴
'.
:
.上
級
管
理
者
厂
へ'
:
.
.
-
.
-:'

.

分
権
組
織
.に
お
げ
る
製
品
別
X:
場
の
責
任
者
は
最
高
経
営
者
に
類
似
し

.た
機
.. 

能

を

遂

行

す

夸

：
職
能
別
組
織
に
へ
ぉ
け
る
本
%

王
要
部
門
办
寶
®

^

、
.
上
級

管
理
者
と
見
做
し
ぅ
る
。
彼
ら
は
、
委
員
会
制
度
な
ど
を
通
し
て
、
又
タ
ナ
ア 

と
し
て
の
機
能
を
も
果
す
。
地
域
別

•
製
品
別
に
工
場
が
あ
る
と
同
時
に
、
本 

社
に
職
能
的
部
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
複
雑
な
関
係
が
生

t
^° 

後
者
ば
前
者
の
自
主
性
を
損
ぅ
私
ぞ
れ
が
あ
る
。
工
場
で
の
.職
能
別
部
門
に
対 

.应
す
る
本
社
部
門.が
あ
る
場
合

(parallel d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
a
t
i
o
n
)

に
は
、 

.後
者
は
前
者
に
職
能
的
権
限
を
行
使
す
る
の
成
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
が
行
使
さ 

れ
る
と
、
工
場
長
の
権
限
は
制
約
さ
れ
、
集
権
化
が
促
進
さ
れ
る

。

.

■
⑵
；
下
級
管
理
者

'■
本
社
の
補
助
部
門

(service 

division〉

•
工
場
の
部
課
長
等
は
、
下
級 

.管
理
者
で
あ
る
。
補
助
部
門
.は
二
つ
以
上
の.主

要

部

門

.に

共

通

し

た
専

門

機
能 

を
抵
当
す
る
部
門
で•あ
り
、
主
要
部
門
め
活
動
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ 

.■の
部
鬥
を
独
立
さ.せ
る
こ.と
.に
：ょ
っ
て
、.専
門
化
の
利̂

が

え

ら
れ

る

が
、
.そ 

の
反
面
、
調
整0
必
荽
が
；生

ず

る

。
へ 

： 

(

三
>
.
卞
級
経
営
層''
'

現
在
、
下
級
経
篇
の
多
く
は
単
な
.る
敗*■
者
で
'あ

る
.0
.
'彼
は
：

j.

定
の
指
令 

を
与
え
て
、.執
行
を
発
動
さ
せ
、
実
績
が
指
令
通
り
で
あ
る
が
否
か
を
確
か
め 

る
権
限
ぶ
寶
任
と
だ
け
を
も
ら
て

.い
る
経
営
層
で
あ
る.。-举
な
る
監
督
者
は31V 

務
室
ぬ
も
いる
が
r
fl
g

;

M

と
な
る
め
は
、
.主

於

、
，：
作

業

の

現

場

監

督

者

た

る

職 

長
：で
あ
る
。
と
勿
監
督
に
お
い

.て
、';現

！！

識

者

と

蔭

に

接

学

る

が

ら

、 

職
長
に
.'と
っ
て
必
要
な
.の
は
、
.そ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
技
術
的
能
カ
で
あ 

る
；。
：
-■
の
点
で
、
彼‘
资
働
者
と
類
傲
し
て
：い
.る
。

般
に
、
彼
は
労
働
者
出 

身
で
あ
る。
' 

彼
は
：管

理

的

業

務

：に
.
関

係

し

て

い

な

い

か

^

’

#

_

の
手
掛
り
を

■

-
.
'

_.
九

..(

九

五

.五〕

•
.

管

理

.の

機

榴

と

人

間

関

係



.
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-
 

-
 

■

.

..

見
出
す
の
は_

で
あ
る
。
下
級
乾
理
者
ば
，上
級
管
理
者
に
昇
進
す
る
機
会
を

も
つ
が
、
監
督
者
が
管
理
#
に
畀
進
す
る.-
.と
を
期
待
す
る.の
は
む
ず
か̂
い
。
.
.

職
長
の
先
祖
は
企
議
的
性
格
す
ら
も
っ
て

'い
た
親
方
職
人
で
あ
る
。
親
方

職
人
は
職
場
に
中
世
的
だ
徒
弟
制
度
を
持
ち

.込
ん
で
、
そ
こで
、ヾ
_

者
的
地

位
を
確
保
し
て
い
た0-
と
こ〕
ろ
が
、
現
在'の
職
長
は.、一

方
で
は
、
管
理
機
構

の
主
力
を
蒙
り
、
他
方
で
は
、
労
働
紙
合
の
庄
迫
を
受
け
て
、
実
質
的
に
は
、

何
ら
、の
権
限
も
な
い
使
い
走
り

(errand b
o
y
)
：

的
立
場
に
さ
え
追
い
込
ま
.

れ
て
い
る
。
響

か

ら

は

麗

さ

汝

、

.職
場
で
は
、
異
端
視
さ
れ
て
、
' 彼
は
安

&
す
る
と
こ
ろ
を
失
っ
て
し
ま
う
。

賽

的

に

、
職
長
が
権
限
を
%

?
て
.い
な
い
主
，な
理
虫
'は
、
.
彼

が

計

画

に

参

与
し
え
^.
.い
"と
い
う.こ
と
に
あ
る
。
計
画.に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創

意

.
独
創
力
が
活
か
さ
れ
，る
。
：
計

画

部

(

u:
s
n
i
n
g 

d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
)

を
設

置
し
'で
、
：^.
.場
か
^
狐
創
カ
を
引
ぎ
上
げ
て
し
ま
う
の
は
、

'近
代
的
産
展

.

の
不
可
避
的
な
大
，
_
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
、.
若
千
の
代
償
を
払
っ
て

も
、
そ
の
人©;
地
位
，
能
力
が
.許
^
す
る
最
大
限
の
活
働
範
囲
を
#
え
て
、
彼

の

創

意

を

発

掸

さ

せ

た

方

が

よ

い

.
の
か 

<：，

人
間
.>.
,
-仕
事
：と
の
関
係
は
単
に
機
能

的
な
も
の
で
は
な
い'
組
織
が
機
械
と
違
う
の
は
、
ハ
そ
の
構
成
部
分
が
創
意
を

も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
五
年
な
い
し
一
一
0

ハ
ヰ
矶
に
お
い
て
ば
、
職
長
は
.経
営
か
ら
低
い
信
頼
を
し

か
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
で

'は
、
職
長
は
：

「

経
営
紙
織
の
鍵

」

と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
.に

な

っ

て

い

る

*-
°

こ

れ

は

職

場

集

団

と

職

長

の

役

割

と
の
認
識
に
基
く
も
の
と
い
え
よ
う
。
大
集
団
も
、
結
局
、
多
数
の
小
集
団
か

:

: 

ニ
0

:(

九
五
六)

.ら
な
り
た
っ.て
い
る
。
単
位
た
攻
小
集
団
は
基
本
的
重
要
性
を

-̂
:
つ
。
こ
の
小 

集
団
に
影
響
を
与
え
な
い
で
は
、
大
集
団
を
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
職

.. 

長
が
監
督
し
て
い
る
の
ば
、
単
な
る
労
働
力
：で
は
な
く
'
人
間
と
し
て
の
労
働 

者
で
あ
る
。
職
長
の
適
格
性
を
決
定
す
る
の
は
、

'入
隊
統
率
の
震
で
あ
る
。 

統
率
力
は
職
位̂

o
l
o
w
w
か
ら
自
然
的
に
流
出
す
る
の
で
は
な
く
、
指 

導

力
.

(
l
e
a
d
e
r
l
p
)
.

の
所
産
で
あ
る
。.こ
れ
ら
は
人
間
関®1

が
強
調
す
る 

も
の
で
あ
る
。
職
長
の
職
務
を
軽
減
す
る
た

め
，に
、
文
書
係
*
技
術
指
導
係
が 

つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
職
務

.は
委
託
で
き
て
も
、
指
導
力
だ 

け
は
委
譲
で
き
な
い
。
そ
れ
は
職
長
の
固
有
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
能
力 

で
あ
る
。
か
く
て
職
長
は
最
高
経
営
層
と
共
通
す
る
能
力
を
必
要
と

し
て
い 

る
0

..

■-
I

'職
長
の
指
導
力
は
彼
の
.個
人
的
®

,
に
も
由
来
す
る
、が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る 

た
め
に
、
彼
の
！

i
i
a

に
.お
け
る
地
位
が
強
化
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
職
場 

の
人
々
の
努
办
を
結
集
15
て
'
企
業
0
!
1的
を
達
成
す
る
の
が
、
彼
の
指
導
の

：

s

 

標
で
あ
る
。
協
働
の
有
効
性
を
確
保
す
る
に
は
、
計
画

.の
作
成
に
、
彼
を
参
加 

,さ
せ
る
こ
と
が
畠
ま
し
い
。
少
な
く
.と
も
、
計
画
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
が 

彼
に
与
え
ら
れ
か
く
て
は
な
ら
な
い
。
ょ
り
進
ん
で
、
職
長
の
地
位
を
抜
本
的 

に
改
善
す
る
に
は
、
職
場
か
ら
切
り
離
さ

.れ
て
計
®
-部
に
集
中
さ
れ
た
も
の
•を
、 

彼
の
手
に
戻
ず
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
職
長
に
対
し
で
、
職
能
的
権
限
を
行
使 

し
て
^;
た
何
人
か
の
計
画|
|
を̂
、
彼
の
ス
タッ
フ
的
助
手
ハ̂

&
けassist- 

ants.)

と
す
^'
こ
■と
が
、
職

是

を

.
中

心
と
■す
る
職
場
集
固
を
自
主
的
単
位
と
、
 

ず
る
の
.に
必
要
で
あ
る
。
.こ
こ
に
，、，機
^
と
人
間
関
係
と
のパ
ラ
ン
ス
の
問
題

が
生
ず
る0
.
職

場

か

ら

計

画

を

分

離

す

る

：の
.

は
、
近
代
的
産
震
展
の
.必
然
的 

結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
(0
.こ

の

よ

う

な

見

解

は

職

場

に

お

け

る

人

間

関

係

を

無 

視
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
'か
。
.
、

自
已
統
制
とよ
り
多
く
の
部
下
を#
£ :
ら
れ
る
こ
と
によ
っ
て
、
砠
員
の
権 

限
は
強
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
分
権
化
を
意
味
し
て
い
る
。

「

労
働
者
か
ら
最
高 

の
業
績
を
う
る
た
め
に

、

企

業

が

必

要

と

'し

て

い
る
の
は
監
督
者.で
は
な
く
、 

鲁

者

で

あ

る

」

と
す
れ
ば
、
こ.の
靈
は
企
業
の.必
要
に
合
致
し
て
い
る
。

： 

職
場
集
®
が
自
主
輩
位
に'な
れ
ば
、
職
長
は
単
な
る
監
督
者
如
ら
脱
皮
し
て
、 

管
理
者
に
な
る
。
こO.
M
,

経
営
者
を
管
理
者
と
監
督
者
と
に
区
別
す

る
.：

こ 

と
は
、
も
は
や
必
要.で.な
く
な
る
。
監
督
す
る
も
の
が
、
同
時
に
管
理
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
企
業
を
構
成
す
る
組
織
举
位
は
自
主
的
な
も
の
に
な
る
。

.
民
主
主
義
は
中
央
か
ら
の

一

元
的
支
配
を
排
し
て
、
.権
限
を
周
辺
の
諸
組
織 

に
委
ね
、
こ
れ
ら
の
自
発
的
協
力
に
よ
マ
て
全
体
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

工
場
で
は
、

「

攝

.の
自
発
性
が
生
ま
れ
る
の
は
、

.
常
に
、
職

場(w
o
r
k
i
n
g

 

げ
§
&

丫

：
：
で
の
非
公
式
集
団
に
お
い
て
で
あ
る

1_
_。
上
か
ら.の
計
画
は
、
こ 

の
非
公
式
集
団
の_
発

的

協

力

を

う

る

こ

.と

な

く

し

て
は
、
十
分.に
^
現
し
え 

な
い
。
計
画
と
非
公
式
集
団
の
要
求
と
を
調
和
さ

.ぜ
：る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、 

.響
は
そ
の
任
務
を

13

画
し
う
る
。.非
公
式
集
団
に
，お
い
て
は
、
職
位
の
関
係 

で
は
な
く
、
人
間
の
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
.
職
位
の
権
限
で
は
な
く 

て
、
，
人
間
導
の
能
力
を
も
っ
て
、
職
長
ば
職
場
で
の
非
公
式
集
団
に
籠
し

. 

か
く
て
は
な
ら
な
い0
 

.

 
•

,

V

-

 
-

 

V

 

■

 
■

 
:.

,

.

管
理
の
機
構
と
人
間
関
係

(

i
 

Dr
u
p
k
e
t
, op. 

c
i
r
p
, 

178,

(

2) 

c
h
a
r
l
e
s
M
K
e
d
£
e
M
,

 C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

 in M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

'

l

i

•
.
松
岡
磐
木
訳
I：
ハ
八
頁
。

- 

:

(

3)

.、パー

ナ
“
'ド
り(

0
«
,0»
，
，
«
. 

282)' 

.は「

経

常

幹

部

の

，
能

力

(ex- 

のcu
t
i
v
e

o'
.
a
d
a
c
i
t
n

:

は
人
間
協
働
に
お
け
.る
、

最
も
一
般
的
な
戦
略
的 

要

因(strategic: factor
〕
-

で
あ
る」

と
い
っ
て
い
る
。

.(

4)

ぺ
ド
ラ
.ッ
■力ー

は
'次
の
ょ
う
に
..速
.ベ
.
.て..い.る
。
 

/

.「

ど
の
企
業
，

(

ご
：く
小
さ
い
も
の
を
除
い
て)

に
お
い
て
も
、
，最
高
経
常
幹 

部
の
職
務
が
、

一

人
の
職
務
"と
.し
て
組
織
さ
れ
る
の
は
適
当
で
な
い
0

そ
れ

.

は
協
力
す
る
，何
人
か
の
人
の
チ
ー
：ム
の
.職
務
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ」

.

(0P.

-
O

F

 p
v

1
600)

。「

そ
れ
で
は
、
.
最
高
経
営
幹
部
の
チ
1
ム
'は
ど
う
組
織
し 

た
ら
ょ
い
か
。
0

一
 

の
要
件
は
、

'
 
そ
れ
は
，〃
委
員
会
"(

c
o
m
m
i
t
t
e
e
)

 

'で 

は
な
く
て
、
"
チ
-
-ム
"
.
.で.あ
る
と
い
.う
こ
と
で
あ
る
0
共
同
責
任
が
存
在

.し
て
は
な
ら
な
い
。
.各
構
成
員
は
、
.彼
が
最
終
的
決
定
を
.な
し
、
そ
れ
に 

対
し
て
、
彼
が
責
任
を
負
う
領
域
を
各
自
に
割
^
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

赛

辑

は

.一
緒
に
し
な
く

て

は

な
ら

‘な
い
が
、
' 決
定
は
単
独
で
し
な
：く
て
は
な 

ら
な
い」

(op. 

c
i
r

p
，
176

)
。
「

第
二
の
要
件
は
、
最
高
経
営
幹
部
の
櫞 

成
員
は
他
の
構
成
員
か
ら
干
渉
さ
.れ
な
.い
と
い
.う
こ
.と
で
'あ
る
。
構
成
員
の 

ど
.の
一
人
が
，
決

定

し

た

こ

..と

で

も

、

す
.、ベ

て

最

高

経

営

層

全

体

の

決

定

で

あ 

る」
(op. 

cit

ご

177)0

(

5)

ゴ
丨
ド
ン
.
.
'
ベ
。P

,

2.
^

ぺ
邦
訳
三
0

0
頁)

は
、
.ベ
：ィ
ヵ
ー
の
権
威
あ 

.る
研
究(

J
o
h
n

 

C
.

tda
k
e
r
,

'Mx
e
o
u
t
i
v
e

CQ
g
J
Ps.
to
g 

B
o
n
u
s

i
v
: 

.
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ニ

ー(

九

五

七)
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Flans,. 

1
9
3
00
,
^
1
8
1

)

.を
引
用
し
て
、
経
常
階
層
の
最
高
位
者
の
命
銭 

:ー
的
報
酬
が±
#

自
.の
も
の
ょ
：ク
約
：五

0

%多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
：い
る
。
最

■ 

'高
経
#:
層

が

同

格

，
の
：一
何
人
か
：
に

ょ

.？
て

構

成

ざ

权

て

：
い
へ
る
.：
と

1-
'

.れ

ば、
お
：そ 

■へ.ら
く
彼
ら
の
..報
酬
.は
..大
差
.な
..い#
.で
あ
.；
る
0
。
:'

C
6

i

 

.ド
o

ガ
|>
は
ス
タ
....
ッ
フ
制
直
系
組
織
に
C
與
し
て
、
次
の
ょ
1-
ピ
述
，

.

.

.
ム
へ
て
い
.る
.:
0
.

「

企
業
経
常^

b
u
s
i
n
e
s
s

 e
n
t
e
r
p
r
i
s
e
)

内
部
の
'諸
種
の
■活

.
'動
を
説
明
す
る
の
に
'、
.
.：〃
ラ
.ィ
.
.ソ
//
.
..
だ
_と
_か
.
"
.ス_タ
.ツ
ブ
"

■
だ
：■と
..■か
.い
う
用
. 

:
藷

が

-般
に
ょ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑
問
だ
。
こ
れ
ら
.の
甩
語
そ
. 

の

も

の

は

軍

隊

，に

由

来

.し
，
て

い

る

。

こ
れ
ら
の

.用
語

は

軍

隊

組

織

'に
お
い
て 

1E
-
思
味
を
も
っ
て
い
た
の
だ
：ろ
.う
が
、
企
業
，に
適
用
さ
れ
'る
と
、
こ
れ
ら
は 

混
汛
を
惹
き
起
す
ば
か
り
だ
.

」

.(op, cit.”
p
p
,

 2401241 )。

.
-

か
■か
.る
反
対
を
提
起
し
て
.い
る 
新

所(op. 

cit., pp. 2401245
)

に
お 

い
て
、
ド
ラ

•'
/
力
I
.

が
論
じ
て
い
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス.
ス
タ
ツ
プ(serv- 

ice.'staff )

.

.の

.問
題
：で
.あ
"る
'
0 

■
サ
i
ビ
ス
.
.
.
.
ス
タ
，ツ■
フ
と
い
う
の
は

、
「

ネ 

企
業
に
お
い
て
、
典
型
的
に
見
出
さ
れ
る
本
社
販
売
.ス
タ
ッ
フ
•
本
社
製
造 

ス
タ
ッ
フ
:•
本
社
技
術
ス
タ
ッ
フ
•
本
社
人
事
ス
タ
'
,フ
•
本
社
会
舒
ス
タ
. 

ツ
フ
な
ど」

(

o
p
v
c
i
t
j 

p
«

2
4
1
)
.

で
あ
る
9
こ
れ
ら
の
資
格
条
件
.の
'一' 
つ 

は
、
夫
々
.の
祖
'当
分
野
に
.つ
.い
て
の
専
門
知
識
を
も
っ
て
い
..る
と
い
う
こ
と 

で
あ
る
。
彼
ら
は「

職
能
的
専
門
家J (functional s

p
e
c
i
a
l
i
s
t
s
)

«
, 

2
4
1
)

で
あ
り
、「

総
括
経
営
者
的
視
野(vision of 

g
e
n
e
r
a
l 

m
a
n
—

.ager) 

(p. 

242)-

を
も
つ
も
の
で
は
な
い
.
0 -
 

■
 

< ;

l£
lc
.、
ド
ラ
.ツ
'
.力
-：.は
ス
.タ
-'
y
,フ
.に
，つ
い
て
次
の
よ
.う
に
.述
；ベ
.て
い
，る
。

:

V 
ク
::
'
. 

.

11.

ラ 

「

摘

极(root o
f
t

 he. t
r
o
u
b
l
e
)

は
ス
タ
ッ
フ
制
直
系(staff-andJ 

li.ne) 

.と
-
い
う

概#
に
：あ

名

。
.：
：渦
极
は

 
ス
タ
ッ

フ
職
能
な
ど
'と
い
う
.も
の
が 

存
在
し
.て
.い 
'る
；と
* 

'
信
ず
.る
：
こ

と

.
：に

あ
る
0
，存

在

し

てい
る

の
は
経
営
職
能 

(
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t

 functiorts)

だ
け
な
の
だ
.

」
(P. 

243
)。

こ
の
論
述 

か
•ら
す
る
と
-、
.彼
：は
.

K
:

タ
...
ツ
.フ
-
般
を
.非
難
V
て
.い
：る
ょ
，

で

あ

.る

が
、
実
. 

は
：、

そ
ラ

で

ぼ
な
い
。
、

「

太
会
社
で
は
、

本
^
組
^

(headquarters 

o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
)

が
必
要
で
あ
る」

。
こ
の
組
織
を
構
成
し
て
い

る
の
は 

「

少
数
の
嵩
級
ス
タ
'ゾ
フ」

(small 

M
g
h
-
3q
r
a
d.0
>

で
あ
る
。
彼 

_

は

「

専
門
家
で
は
な
く
、
業
務
担
当
経
常
、者
::-(operating 

m
a
n
a
g
e
s
)

と
し
て
の
経
験
を
も
つ
,-(

P
:

 2
4
4
)

も
の
で
な
.く
て
は
な
ら
ぬ
0.

要
す
る
に
、
ド
ラ
ッ
カー

は
ス
タ
ッ
フ
そ
.の
も
の
の
.■存
在
に
反
対
し
て
い 

る
の
.
>ゆ
な
\:
>
:。：
ス
タ
> 
マ
に
つ
い
て
の
、
‘彼
：の
主
要
な
抗
議
は
次
‘の
.ニ
点 

に
あ
る
。

一
つ
は
、
.職
能
的
専
門
家
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

機
能
す
べ
き
では 

な
'い
と
い
.う
こ
と
で
あ
る
'
0
-
裏

返

ぇ

■
して
表
現
す
る
と
、
こ
'れ
は
ス
タ
ッ
フ 

機
能
の
統
合
的
'性
格
を
肯
定
し
'て
い
る
と
解
.釈
さ
れ
う
る
。
他
の一

つ
は
‘、

乂
タ
ッ
プ
は
、
業
務
担
当
経
営
者
.に
対
し
て
、
い
か
な
る
権
限
を
も
も
っ
て 

は
な
ら
な
い
：と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
権
化
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本 

社
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
祖
肖
M
.営
者
.に
対
す
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
は
な
い
と 

い
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
何
ら
の
権
限
を
も
た
な
い
、「

最
高
経 

常
幹
部
の
助
手(adjunct o

f
t
h
e

 chief 

目
^
s) 」

(p. 

245)

で
な
く
て
な
ら
‘ぬ
.と
い
う
の
が
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
め
意
見
.で
あ
る
。
こ
の
ょ
う 

に
解
す
る
と
、
彼
の
見
解
は
、
基
本
的
に
は
、
本
論
.で
規
定
し
て
い
る
ス
タ

.
ッ
.フ
'と
.矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
0 

(

7
.

)

テ

ー
.■ラ

 

I (
s
i
l
o
p
'
^
a
n
a
g

'CD
m
&
n
t
，
p.. 99).

■%
ド
ラ
ツ
カ
.丨
と
同 

.
じ
ょ
ぅ
に
、
軍
隊
式
組
織
を〗

企
業
経
営
に
•適
用
す
る
こ
と
に
_反
対
し
て
.い
1 

る
0
反
対
の
理
由
は
、
'ド
ラ
ッ
力
I

で
は
、
ス

タ
ツ

フ
の
問
題
に
あ
る
が
.、
' 

テー

ラ
.丨
で
は
、
命
令

.

r

元
性
の
、
.:
即
ち
ラ
ィ
ン
の
問
題
に
あ
る
。
テ
1
ラ 

:
丨
は
.、：
エ
员
がr

人
の
職
，長
か
ら
す
べ
て
の
命
令
を
受
け
取
る
軍
隊
式
組
織 

に
反
対
し
て
、

工
員
が
：八
人
の
^
'々

独
自の

.：

機
能
を
も
っ
た
職
長
が
ら
命 

令
，援
助
さ
れ

.る
職

能

式

組

：織

を

支

持

：す

.る
!0
彼
が
：軍
隊
式
に
反
対
す
る
理 

.
_
_は
、
'次
の
ょ
ぅ
に
耍
約
さ
れ
る
。
す
：ベ
：て
を
命
令
す
■る
万

能

的

職

.長

が
必 

要
と
す
る
機
能
を
完
全
に
#

#

し

て
い
る
入
を
探
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
.' 

作
業
を
合
理
化
す
る
た
：め
に
は
、.
万
能
的
職
長
の
'檄
能
を
八
つ
に
分
解
し 

て
、
夫
々
に
つ
，い
て
の
適
任
者
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
"
八
つ
の
機
能 

:の
.夫
％
を
分
.担
す
る
み
が
職
能
的
璐
長
セ
ぢ
る
。
：

■
■職
.能
的
職
長
制
ぱ
労
働
か
'ら
の
経
常
の
分
化
.と
.命
令
の
多
元
性
と
い
免T1.

’
.っ
の

两
を
も
つ
：。

フ
エ
パ
ィ
：
ぇ

ル

cop. 

o

f邦
孰
九
四
丨
ー
〇

一
頁
.

)

' は
、
. 

.へ.前
者
，に
"
.つ.い
.' て
は 

>
.チ
..！‘ラ
I
.の
業
績
.を
高
く
.評
俩
す
る
が
、
後
者
に
つ

V 

:
:て
は
、
.命
.令
一
元
性
；の
原
理
;̂
反
す
'る
と
い
ぅ
理
由
か
ら
、
彼
の
，見
解
に
反 

.
•
.
対
し
：て
い
.る
-0
:

. 

.

.テ.じ
ラ
ー
の
職
能
的
職
長
制
を
命
令
一
元
性
の
原
則
.に
：調
和
.さ
せ
る
に 

.
ば
、
.ぺ
人
の
職
'長
の
シ
ち
の
：|
.入
を
監
督
者
と
匕
、
'
.残
ヶ
の
も
の
を
ス
.タ

，ヴ 

.

.ブ
と
ず
る
：̂

ヴ
'方
が
：あ
石
0
, 

c

H
vb
o
'
ス
タ
ッ
フ
は
、
各
，
職
能

(functional a
u
t
h
o
r
i
t
y
)

に
基
い
て
：、
H

A
に
命
令
し
て
い
み
と
解
釈

管
理
の
機
聯
と
入
間
関
係
'

す
れ
ば
、
職
能
的
職
長
制
は
命
令
一
元
性
の
原
則
と
.必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い 

.ふ
の
と
な
る
。

職
能
的
権
限
は
、
_直
屈
部
下
で
な
い
従
業
員
に
、
.限
ら
れ
た
特
定
の
執
行 

■
面
に
：.つ
.い
.：て
.
.の，命
'令
を
.嫁
す
る
拖
限
で
あ
る
。
こ
の
行
使
に
よ
っ
て
、：.
受
令 

.

者
の
上
司
の
立
場
は
無
視
さ
れ
ダ
か
ら
、
職
能
的
権
限
は
命
令
系
統
を
危
槔 

-■
に
陥
れ
各
。
こ
れ
を
圆
避
'ず
.る
に
は
、
受
令
者
は
こ
の
拖
限
に
基
く
命
令
を 

.

.
'
_
-b
え
な
い
が
、
.そ
の
直
ぽ
^
司
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
彼
は
こ 

の
命
令
の
内
容
，を
自
分
で
決
定
し

■た
の
と
同
じ
.よ
う
に
极
え
ば
よ
い
。
上
司 

は
.部
下
に
.そ
の
決
定
を
委
譲
し
た
と
考
え
れ
ば
よ
い
.。
そ
う
：す
る
に
は
、
こ 

。の
上
司
"は
単
な
る
監
督
者
セ
る
立
場
に
甘

ん

'じ

な
く
て
は
か
ら
な
い
。_

 

命
令
が
命
令
系
統
.，を
経
由
し'な
'い
で
、

ス
タ
ッ
.フ
の
職
能
的
権
限
に
基
い 

て
出
さ
れ
る
ゆ
は

.、

.命
令
伝
達
の
IE
.

確

性

.，
迅
速
性
を
期
す
る
た
め
と
解
さ 

.
れ
る
。
従
っ
：-て
職
能
的
権
限
も
フ
ュ
ィ
ョ
ル
の
架
橋
：(

^
p
y
a
w*bridge)

.

:

と
同
じ
.効
果
をね
ら
，っ
た
も
の
と
い
え
るo

つ
ま
り
、
'そ
こ
で
は
、
命
令
.一
 

_
:元
性
と
伝
達
0.
.1
£
確
牦
>
迅
速
性
.と
の
：バ
：ラ
：ン
ス
が
意
_
さ
れ
て
い.る
。

'

:

.
，こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
職
能
的
職
長
就
に
，お
い
て
は
、

万
能
的
職
長
制 

.:」

に
.起
因
す
る
弊
害
.は
除
か
れ
、
：作
業
の
合
理
化
は
促
進
さ
れ
.る
が
、
そ
の
■反
.

茴
、
-'
職
長
权
単
な
'る
規
場
監
督
者
た
る
，
地
位
を
甘
受
し
な
く
：て

は
な
ら
な 

..:..ぃ
ぎ
従
来
の
'、：
多
く
の
梅
限
を
委
譲
さ
れ
^
い
た
万
能
職
長
を
中
心
と
す
る 

職
場
集
0c

w
o
r
k

'̂roxip) ：

は
.、
ヽ
自
主
的
雄
位
を
な
し
：て
い
た
.の
に
、
単
な 

;
る
監
督
者
を
中
心̂
す
：;?
),そ
れ
は
、
.

非
自
主
：的
な
も
の
、
と
な
^
。
こ
：れ
は
分 

:
:ソ
雜
制
.か
あ
集
権
制--
の
転
換
.を
意
味
す
る。

：
.::
,

.

'
::

'

.二
三
：(

九
.五
九〕
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K

 

H
o
l
d
e
n
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r

m

. F
i
s
h

 

a
n
d

 

H
,

r

S
m
i
t
h
,

 /
T
o
p
-

 

M
a
n
a
f
g
e
m
e
x
L
t
.
.
.

 O
r
g
a
i
d
z
a
t
i
o
z
r

 .
a
n
d

 control,,.'. 1
9
4
1
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岸
上
英
吉
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m
k
o
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.
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へ
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V
.
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■

.へ

.

V 

: 

V

.
二
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clo
y 
注
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(

6

y
参
照 

o

.

.
(

11〕
T
a
y
l
o
r
,

 

S
h
o
p

 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,

 

p
.
1
4
6
，

(

s
 

K
l
e
l
d
,
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o
p
'
c
i
t
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邦
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九

八
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D
r
u
c
k
e
r
,

 

o
p
.

 

d
E
f
p
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3
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8
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14) 

E
l
t
o
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M
a
y
o
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T
h
e

 

S
o
c
i
a
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p
r
o
b
l
e
m
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o
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a
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I
n
d
u
s
t
r
i
a
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Q
v
i
l
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o
x
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p
'
x
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.

 

,

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.
三
、
人

間

問

題

.
■
.

機
構
と
し
て
の
組
織
は
、
職
位
の
関
係
を
内
容
と
し
て
い
る
？
こ
れ
ら
の
職 

位
へ
の
諸
機
能
の
割
当
、職
位
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
形
式
上
の

権
限
な
、ど 

が
、
そ
こ
で
の
問
題
ど
な
る
。
こ
：の

.よ

.ぅ
な
柚
象
を
脱
す
る
に.は
、
職
位
を
占 

め
.て
い
る
人
間
及
び
そ
め
相
互
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(

3

適
材
の
選
択
と
養
成.

企
業
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
ょ
い
組
織
の
み
な
ら
ず
、
;
組
織
に
お
け
る
葡 

職
位
を
み
た
す
適
材
が
必
要
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
特
矩
の
人
格
に
組 

織
を
合
わ
せ
る
の
は
賢
明
で
は
な

.い
か
ら
、
先
ず
、
組
織
が
構
成
さ
れ
、

そ
こ 

で
の
i

位
亿
適
す
る
人
間
が
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぶ
い
。
し
か
し

こ
の 

こ
と
は
組
織
が
人
間
よ
り
も
重
要
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

■
. 

:

,

;
'

U

 
四

(

九
六
0)

.

.

. 

••
 

•.
 

.
.

.

組
織
を
構
成
す
る
素
材
は
人
間
で
あ
各
か
ら
、
組
織
の
.価
値
は
人
間
に
よ
っ
て 

左
右
さ
れ
る
。

.

氣
全
が
組
織
と
い
う
の
は
そ
の

構
成
員
の
能
力
を
無
意
萎
に
す 

る
も
の
で
は
な
い:-
°
彼
ら
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
せ
.し

め

る

組

織

こ

そ

、

.'
■
完

金 

な
も
0
で
あ
る
0
.
'
'
:
.
.

'.
.
.ぺ ̂

ぐ

：
'

.:
:
,
:
,

適
材
は
素
質.に
も
よ
.る
が
、
：.そ
れ
に
も
ま
し
て
、
教

育
.
養
成
が
大
切
だ
。 

稀
有01

K

才
に
よ
？
て
の
.み
4
た
し
う
る
職
位
を
含
む
紙
織
に
は
、
疑
問
が
投 

.

.
げ

か

け

ら

れ

な

く

て

：
は

な
ら

ぬ
。
：
：：
：
並
め
人
で
.

も
、
訓
練
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、

.

み 

た
し
5
る
職
位
か
ら
、
組
織
は
構
成
さ
れ
て
，い
る
べ
含
だ
。
教

育

•

養
成
に
は
、 

組
織
を
論
ず
る
多
く
の
人
々
が
力
点
を
お
い
て
い
る
。
適
材
は
出
ま
八
ロ
い
の
も 

，の
で
は
な
く
、
教
育
の
賜
物
で
あ
る

。
' 

企

業

の

経

営

的

地

位

.に

当

る
人
材
が
求 

め
ら
れ
て
.
い
る

場

合

に

は

、
，
特

に

そ

う

で

あ

る

。

.:
管
理

能
力

は

生

来

の

素

質

に 

も

よ

る

だ

ろ

う

：が

、
.

教
育
に
よ
つ
て■

し
う
る
も
の
で.も
あ
る
。

： 

特
に
、'集
中
化
に
よ-'
て
：̂

て
き
た
大
規
模
な
企
業
組
織
は
、
す
ぐ
れ
た 

管
理
能
力
の
あ
る.人
を
必
要
と
し.て
い
る
。

い
て
、
実
質
的
に
は
、 

大
企
業
は
私
的
制
度
ど
い
う
よ
り
、
社
会
的
制
度
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
ン
，

」

と 

を
考
慮
：
に
入
れ
る
，
と
、
'

大
企
業
の
最
高
管
理
者
の
離
力
の
重
要
性
は
、
よ
り
一 

層
強
調
し
て
も
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
の
集
中
は

|

目
®
者
の
た
め
の
徒#

 ̂

狡
と
.み
る
こ
と
の
で
ぎ
る
多
く
の
中
ル
八
止
業
を
消
滅
さ
せ
て
し
蚩

ク

た
。
現
在 

の
大
企
業
の
管
理
者の
う
ち
に
は
、
か
か
.る
徒
弟
学
校
を
利
用
し
え
た
.も
の
は 

い
る
が
、
将
来
、.こ
れ
を
利
用
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
こ
れ
に
加
え
る
に
、 

大
企
業
の
多
く
で
採
用
さ
れ
て
い
る
職
能
別
組
織
は
職
能
的
専
門
家
を
養
成
す 

る
に
は
適
し
て
い
：る
が
、
綜
合
的

.
統

合

的

能

力

を

.必

要

と

す

る

高

級

管

理

者

I.
.議

の
養
成
に
は
適
し
て
い
な
い
？
集
中
化
は
高
級
瞥
理
者
の
重
要
性
を
増
大
せ
し

め
た
が
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
'い
人
材
の
供
給
を1

に
し
て
い
る
。

.

連
邦
的
分
権
組
織
が
推
奨
さ
れ
る
现
由
の

.一，
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
の
供

給
を
可
能
に
す
る
と.い
う
こ
と
に
あ
る
。
企
業
の
組
織
単
位
を
自
主
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
.

㈱
合
的
な
能
力
を
も.つ
管
理
者
が
養
成
さ
れ
る
。

|

目

理
者
の
養
成
に
は
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
成
果
は
即
時
的
に
現
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
企
業
の
成
否
を
決
定
す
る
鍵
は
、
管
理
者
の
能
力
に

.あ
る
'

と
こ
ろ
が

T

多
く
の
企
業
で
は
、
経
営
責
任
者
の
養
成
が
ほ
ん
の
お
座
な
り
程
：

度
に
し
か
符
わ
れ
ていな
い」

。
こ

れ

は

の
：考
え
方
の_第
一
.
.の
.盲
点 

(

2) 

. 

: 

\

で
あ
る」

。
 

ノ

管
理
者
の
養
成
は
企
業
に
お
け
る
問
題
に
限
定
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
学

1

 

育
の
対
象
に
も
な
る
べ
き
で
あ
る
。
フ

H

ィ
ヨ
ル
は
管
理
に
つ
い
て
の
教
科
が
. 

設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
な
い
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、 

管
理
理
論
が
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
と
す
る
。
彼
の
関
心

.は
管
理
教
育
に
.
あ

っ

允 

の
で
、
彼
は
彼
の
管
理
理
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
普

(

4)

及
さ
せ
る
と
と
に
多
く
の
努
力
を
私
っ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

.で

.は
、
企
業
に 

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
専
門
的
職
能
の
若
干
に
つ
い

■て
は
、
学
校
教
育
が
な
さ 

れ
て
い
た
が
、
管01
教
育
に
つ
い
て
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
；
最

;̂ 

五
〇
年
間
、.
つ
ま
り
、
テ

ー

ラ

t 

•
フ
.
エ
ィ
ヨ

ル
.以
米
、響

の

題

が

、
学
校 

で
講
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
印
刷
物
も
出
て

.い
る
。
こ
れ 

.ら
は
か
つ
て
の̂
営
者
の
徒
弟
教
育
に
代
わ
る
も
め
で
あ
る

0
し

か

し

実
.^
吣
. 

な
4 ,
の(

a
r
t
)

が
多
く
、
原
理
的
办
も
の
^
3.
§

*5
*
1
5

は
少
な
い
。

、

'.
•

管

理

の

機

樽

と

人

間

.関

係

.

.榛
定
の
目
的
を
違
成
す
る
た
め
の
実
務
的
な
方
策
が
幾
つ
か
あ
る
場
合
、
そ 

の
一' 
つ
を
選
び
、
他
を
捨
て
る
過
程
を
論
理
的
に
な
す
に
は
、
.
原
理
が
必
要
で 

あ
る
。.諸
原
理
の
：体
系
た
る
一
，
般
理
論
は
、
そ
れ
自
体
で
は
、
何
ら
の
具
体
的
事 

実
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
.、
こ
.の
事
実
を
説
明
す
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
り
、 

実
務
的
方
策
を.生
み
出
す
の
に
寄
与
す
る
。
管
理
に
関
す
る
知
識
は
実
務
的
方 

策
の
単
だ
る
集
積
で
は
な
ぐ
て
、
そ
め
中
核
に
理
論
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な 

い
。
理
論
に
お
い
て
は
、
相
異
な
っ
た
分
野
の
経
験
が
統
合
さ
れ
、
こ
の

f

 

さ
.れ
次
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
未
知
の
事
実
が
解
明
さ
れ
る

0

.

こ
办
に
対
し
て
人
間
関̂
|は
臨
床
的
研
究
方
針

(

&
1
1
1
0
己
识
ガ1̂
0
3̂)

の
妥
当
性
を
主
張'し
て
、

「

論
理
的
道
具
を
一
時
的
停
止
状
態
に
し
て
お
く
観
察

. 

-

(observation that holds its logical tools in a
b
e
y
a
n
t

 readi

n
e
s
s
)」 

の
必
要
性
を
説
く
。
こ
の
研
究
方
針
が
研
究
の
初
张
的
段
階
に
限
定 

.さ
れ
る
な
ら
ば
、：
そ
れ
は
理
解
さ
れ
な

い
こ

と

は

.な

い
。
.そ
ぅ
で
は
な
く
て
、 

.あ
く
ま
'で
も
固
執
さ
れ
る.と
、..人
間
関
^

^
を
代
表
す
る

T

メ
ィ
ヨ
ー
の
研
究 

は
余
m

経
験
主
義
的
で
あ
り
、
.
理
論
の
重
要
性
を
無
視
し
て
い
る

」

と
い 

ぅ
批
判
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。

(

ニ)

人
::
:間

'関

係 

今
日
、
経

営

，
會
理
問
題
を
論
ず
る
文
献
の
多
く
は
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
、 

か
な
り
.の

頁

数

を

割

い

，
て

い

る

。

こ
：
の
：
ょ

.3

.な
傾
向
が
出
て
.き
た
のは
、 

'の
こ
と
ー
で
あ
る
烹
ナ
九
ニ
西
年
に
題
さ
れ
た
ゥ
ニ
ス
タ
ー
ン
：

エ
レ
ッ

タ
ト 

リ
ッ
ク
諷
査
.(

T
h
e
,

' "W
e
s
t
e
r
n

 

M
l
e
c
t
r
i
c

 

r
e
s
e
a
r
c
h
e
s
)

の
当
初
に
お 

い

て

ぱ

、

：：

メ V

ョ—

等
.の
，

T

方
法
は
も
っ
ぱ
ら
能
率
に
向
け
ら
れ
て
.お
り
、
協 

ン 

i

,

.

ニ
^

(

九
幸
ー)

>

I.

1
I
'1:

I

|1
1
t

I.
k
；8!
II'
1 
i >



働
の
維
持
を
全
く
顧
慮
し
て
い
な

」

ン
か
ら
た
が
、

こ
の
調
査
の
成
果
を
き
っ
か 

け
と
し
て.、
人
間
関
係
は
経
営
問
題
の
中
心
的
な
も
の
の
.
一

つ

.と

な

っ

た

。

人
間
関
8

1ばT
非
公
式
集
団
を
強
調
す
る

」

余
り
、「

仕
靡 <:

の
適
当
が 

焦
点
を
欠
，い
て
お
り

」
、「

そ
の
出
発
点.は
労
働
者
：と
仕
事
と
ゆ
分
析
と

.い

.
う

よ 

り
は
J
雙
心
班
学
ぢ
あ
っ
た」

.と
い
う
非
難
が
、
そ
れ
に
向
け
ら
れ
て
い 

^
.
馨
組
織
は
仕
事
を
能
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
铋
の
彳
あ
る 

と
い
う
.こ
と
が
、
' 留
意
さ
れ
な
ぐ
て
は
か
ら
な
い
。
人
間
関
係
そ
の
も
の
を
問 

題
に
す
る
，
'の
も
決
し
て
無
意
味
で
は
.な
：い
が
、
企
業
に
お
け
る
人
間
関
係
を
扱

. 

う
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
仕
事
を
能
率
的
に
す
る
た
め
の
公
式
組
織
と
'の
関
連 

に
お
い
て
、
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

.仕
取
を
能
率
的
に
す
る
た
め
の
組
織
が
、
'
人
間
関
係
を
惡
化
せ
し
め
る
こ
と 

が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ

5.
.
な

組

織

が

果

し

て

真

に

能

率

を

高

め

る 

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
，.能
率
が
人
間
に 

、よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
石
限
り
、
こ
の
組
織
に
よ
っ
て
、
一
た
と
え
一
時
的
に
は
、 

能
率
が
高
ま
っ
た
と'し

て
も
、

そ

れ

が

永

続

す

る

の

は

む

ず

か

し

い

。
'
人
間

関 

係
を
良
好
に
す
る
た
め
の
'§

が
、
仕
琳
の
能
率
と
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、

こ 

の
よ
う
な
方
策
を
経
営
が
と
る
こ
と
が
、
賢
明
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
問
で
あ

• 

る
。
勿
論
、■経
営
外
的
な
要
因
、
例
え
ば
、
：
労
働
組
合
に
身
す
る
関
係
が
考
察 

さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
別
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

'
仕

事

の

館

率

を

高

'め 

'

る
た
め
の
組
織
と
人
間
関
係
と
を

i

に
結
び
つ
け
て
、
具
体
的
な
方
策
が
奵 

ち
出
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
両
者
を

T

一
元
的
に
、
.
分
離
し
て
取
り
上
げ
る 

の
ほ
广
澈
当
と
は
ぃ
ぇ
な
10
.
: 

.、
：,

：

：

「

産
業
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
益
々
、
そ
れ
は
技
術
的
進
步
の
み
な 

ら
ず
、
そ
め
集
団
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
：の
自
発
的
な
人
間
協
働
に
依
存
ず
る
よ 

う
に
^

^1。

企
業
規
模
の
拡
太
に
つ
れ
て
、
重
要
性
が
増
加
す
各
点
で
は
、
人 

間
関
係
は
亂
織
と
同
じ
で
あ
る
。
小
企
業
な
ら
ば
、
■
_

者
は
企
業
の
具
体
的 

情
亂
钇
容
篡
_
把
撖
し
}
る
か
^
、
彼
は
人
間
関
係
や
組
織
に
つ
い
て
、
特
刿 

の
往
意
を
私
.，わ
な
い
で
も
、
そ
れ
ら
は
日
常
茶
飯
事
と
し
て
処
理
さ
れ
う
る
。
 

大
企
業
で
は
'
そ
う
は
い
か
な
い
0
組
織
に
づ
い
て
の
特
別
の
配
慮
が
必
要
で 

あ
る
と
同
時
に
、
;
そ
の
組
織
の
中
へ「

人
間
関
係
で
の
技
能
I

I

i
p 

h
u


m
a
n
.

 r
e
l
a
t
i
o
n
s
)
」

，を
採
り
入
れ
.な
く
て
は
な
ら
な
..い
。

経
営
者
が
人
間
関
係
を
重
視
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
現 

代
に
.お
け
る
社
会
的
情
況
が
あ
げ
ら
、れ
る
。
企
業
組
織
へ
の
人
間
関
係
で
の
技 

能
の
導
入
は
"
経
営
者
の
人
間
的
関
む
の
向
上
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
か 

つ
て
有
効
で
あ
.っ
た
エ
サ
ヰ
ム
チ
に
<1
:
.る
労
務
管
理
ば
、
次
^
に
そ
の
効
力
を 

弱
め
ら
れ
て
ぎ
て
い
る
。
こ
の
鐵
勢
を
打
ち
出
す
力
と
な
っ
た
の
は
、
国
家
に 

よ
る
労
働
者
保
護
の
諸
立
法
、
'よ
り
根
#
的
に
は
、
労
_
組
ム
1

動
で
あ
る
0 

従
来
の
.刺
戟
的
な
賃
金S

度
の
実
施
ば
議

と

な

り

、
馘
首
と
懲
罰
と
は
制
限 

'さ
れ
.て
い
る
。
ご
の
よ
う
な
情
況
で
は
、
仕
事
の
能
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
 

'経
営
者
は
、
’好
む
と
好
ま
ざ
る
と
_に
拘
ら
ず
、
労
働
者
の
自
発
的
意
思
に
多
少 

.と
も
頼
ら
な
：い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
：

.

A
間
関
係
を
重
視
す
る
理
由
に
は
、
か
か
る
消
極
的
な
も
の
の
み
で
な
く
、 

も
マ
と
積
極
的
な
も
の
が
あ
る
。
人
間
は
他
の
資
源
と
は
違
っ
て
、
_
分
の
働 

き
に
つ
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
、
絶
対
の
支
配
権
を
も
つ

て
い
る
。
だ
か
ら
、

発
他
に
お
い
て
こ
そ
、
人
間
資
源
は
最
も
よ
く
活
用
さ
れ
う
る
。
外
的
強
制 

に
よ
っ
て
は
、
こ
の
自
発
性
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故

.に
こ
そ
、 

奴
識
労
働
は
不
能
率
で
あ
る
。
仕
都
の
能
率
を
高
め

.る
に
は
、
労
働
者
の
動
機 

に
訴
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
;0
こ
こ
が
ら
し
て
、

「

生
産
性
と
は
態
度
で
あ
る 

.(productivity Is 

a
n

 

'
A
t
t
i
t
u
d
e
o
J

と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
。
換
言 

す
る
と
、.

「

労
働
者
の
生
産
高
を
十
乂
配
す
る

.の

.

.は
、.
労
働
者
の
動
機
の
如
何
，
 

(mdtivatioro,

で
あ
る
.

」

。

労
働
者
の
囱
発
性
に
依
存
す
る
た
め
に
は
、
企
業
組
織
に
お
け
る
権
威
は

、
.
. 

そ
れ
に
服
す
る
労
働
者
に
積
極
的
に
受
容
さ
れ
る
も
の

.
で

な

く

て

は
^.
ら
な 

い
0
権
威
が
付
着
す
る
地
從
は
--
一
つ
に
分
類
し
う
る0.
一
 

つ
は
外
部
が
ら
、
.
例 

え
ば
、

遺
産
相
続.身
分
継
敗
に
よ
っ
て
.与
え
(̂
,れ
た
地
位
.

9
び
ま 

s
t
a
t
u
s
)

で
あ
り
、
他
の
ー0
は
_
ら
の
能
カ.
努
カ
に
よ.？
て
^
^
し
た
も 

の
，(achieved s

t
a
t
u
s
)

で
あ
る
0
.特
宠
の
地
位
を
占
め
る
人
は
、
‘
そ
れ
に 

ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
演
じ
5
る
.の
が
望
ま
し
い。
'
.こ.れ
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
の
， 

方
が
よ
い
と
い
う
こ
ど
.に
な
る
？
し
か
し
こ
こ
で
.は
、.こ
の
よ
う
な
区
別
よ
り 

も
、
そ
れ
が
下
位
者
に
容
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
、
問
題
で
あ
る
、
い
か
な
る 

権
威
が
容
認
さ
れ
る
が
は
、
そ
れ
に
服
す
る
人
々
の

.性
格
.に
依
存
す
る
と
同
時 

に
、';
;
そ
の
.時
の
情
況
に
よ
っ
で
も
左
右
さ
れ
る

0
あ
る
集
団
に
お
い
.て
、
有
効 

に
権
威
を.行
使
し
え
た
人
で̂
、
他
の
集
団
で
は
、
必
ず
そ
う
な
る
と
い
う

 ̂

証
は
な
い
。.;

バ
I
ナ
ー
ド
も
、

_
限
は
そ
れ
に
服
す
る
火
々
の
受
容
■に
基
く
と

し
て
い 

か

.0
こ
の
見
解
は
、
政
治
と
は
自
発
的
な

^

^
関
係
に
の
み
立
脚
す
：べ
き
だ
と 

管
理
の
機
構
と
人
間
関
#

.

.

い
う
民
主
主
義
的
理
論
を
、
企
業
組
織
に
持
込

.む
こ
と
に
な
る
。
破
は「

人
間 

協
働
に
お
.け
る
最
もJ

般
的
な
戦
略
的
要
因
は
、
释
営
幹
部

.の
能
力
で
あ
る」 

と
し
、
こ
の̂
力
、
即

ち「

指
導
性
の
動
態
的
表
現
に
.お
け
る
戦
略
的
要
因
は
、
 

道
徳
的
創
造
性,-
.
0
:
|
1
0
1
:

幹
1
:
<
^
<1
>
3
;
1
:
.^
0

§
3
3

)

で
お
1̂」
.
と
述
べ
て
い
る
。
' 道 

徳
的
創
造
性
の
中
心
的
内
容
は
'T

組
織
に
お
け
る"
士
気
"(

m
o
r
a
l
e
)

を
， 

確
保
し
、
創
造
し
、
鼓

舞

こ

と

で

あ

る

。

.
か
く
て
人
間
協
働
に
お
げ
る
—

重
要
な
要
因
は
士
気
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

.に
な
る
。.'管
理
者
の.最
も
重
大
な
責
任
は."士
気
"
.を
確
保
•
創

造

.
鼓
舞
す 

る
ご
と
で
あ
る.。
こ
の
結
論
は
、
パ
ー
ナ

ー

ド
の
権
限
に
つ
い
て
の
見
解
か
ら
、 

...
首
尾
一
貫
し
た%
の
と
し
て
出
て
く
る
。
権
限
は
労
働
者
の
受
容
に
基
礎
づ
け 

ら
れ
る.の
で
あ
る
か̂
、
-権
隅
の
行
使
に
よ
る
企
業
の
運
営
は
、
企
業
目
的
に 

貢
献
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
積
極
的
意
欲
な
く
し
て
は
、
円
滑
に
符
わ
れ
な 

い
。
人
間
関
係.を
重
要
視
し
、
.：
か
：
そ
れ
を
民
主
主
義
的
理
念
に
基
ぃ

J
理
解 

し
て
い
る
点.で
は
、'パ——

ナ
1
K.
A
J メ
イ
ヨ
I
.と
は
共
通
し
て
い
る
。
想
堙
点 

は
、''
'
一 

方

は

最

高

管

理

者

の

見

地

如

ら

公

式

組

織

を

扱

う

の

に

、
'
他

方

は

現

場 

に
お
け
る
非
公
靈
団1に
注
目
し

V

い
.る
こと
に
あ
る
。
•両
者
は
研
究
め
展
開 

さ
れ
る
分
野.は
違
.っ
て
い
る
が
、
：
基
本
的
方
向
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
両
者
を 

統
合
し
.て
、
経
営
全
体
を
よ
り
具
体
的
に
把
振
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

士
気
は
共
通
の
目
的

(
c
o
m
m
o
n

 p
u
r
p
o
s
e
)

を
達
成
す
る
た
め
に
結
合 

す
る
集
団
の#F̂

、

動
機
の
面
が
ら
み
办
も
の
.で
あ
る.。
..
先
ず
' 
士
気
は
共 

通
の
目
的
の
存
在
を̂
件
と
す
る
。
共
通
の

E

的
と
い
う
の
は
個
々
人
の
努
力 

で
は
追
求
し
え
ず
、
協
働
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
う
る
目
的
を
意
味
し
て
い 

’ 

■ 

■一

1:

七
'(

九
六三

：}

I
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I

r

A

(

九
.六
四)

る
。
従

.
?
て
そ
れ
は
痼
人
的
利
益
と
集
団
的
利
益
名
が
合
致
す
る
去
い
う
こ
と 

c
i
d
e
n
t
a
c
a
t
i
o
n
)

を
特
色
と
す
る
。

v

共
通
の
目
的
が
存
在
し
て
い

る

と

.
、
労 

:
働
者
が
個
人i

足
を
達
成
す
る
た
め
に
選
択
し
た

1

が
、
同
時
に
、
企
業 

目
的
0'
達
成
を
も
導
く
ど
い
う
結
果
に
な
る
。
次

’に
、
士
気
ば
自
発
的
な
^
! 

意

欲(willingness to. 

cot
o
p
e
H
a
t 

e
)

に
、J：
っ
て
可
能
と
な
る
。

こ
.の
点
.
 

で
、
。
そ

れ

は

集

団

意

識

で

あ

ヶ

、

単

^
個

人

的

な

勤

隱

欲

と

い

っ

だ

も

の

で 

は
な
い
。
'
V
.
.
J ぐ

.

.

:
■

..

• 

士
気
の
良
否
は
、
人
ん
が
仲
好
く
や
づ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は
、
.判
定 

す
る

こ
と

ば
で

'き

な

ぃ
。
.組
織
目
的
に
純
す
る
貢
献
が
問
題
と
さ
れ
な

ぐ
て

は 

.

な
ら
な
.い
。
例
え
ば
、
企
業
に
お
け
る
士
気
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
、
職
場
の 

.人
^
が
和
や
か
に
や
っ
て
い
る
.だ
け
で
は
、
こ

の:±
気

が

高

い
と

'
は
断
定
し
え 

な
い
。
こ.の
和
ゃ
か
さ
は̂
释
営
的
な
目
的
に
寄'#
す
る
'か
も
知
れ
な
い
。
士 

気

を

構

成

す

，る

「

一
つ
の
条
件
は
相
互
：に

関

連

し

て

い

る

。

目

的

が

共

通

の

も

.の 

と
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ

の
目
的
達
成
へ
：の
自
発
的
協
働
意
欲
は
出
て
こ
な

. 

.
い
：。
逆
に
、
こ
の
意
欲
が
存
在
す
れ
ば
、

@

的

の

共

通

性

が

.

音1

さ
れ
て
い
る 

と
解
.し
て
よ
い
。
こ
の
共
澈
性
は
意
識
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り

、
.

S 

,
的
に
み
て
、
共
通
性
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
一
応
：
別
個
の
問
題
で
あ
る

> 

士
気
、
即

ち「

人
が
あ
る
集
団
に
対
し
て
一
生
懸
命
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
か 

ど
う
か
は
、
彼
の1

•
仲
間
の
労
働
者
及
び
監
督
者
に
つ
い
て
の
感
情
の
あ 

，り
方
、
つ
ま
り
、
彼
の
乾
囲
で
起
っ
て
い
る
事
柄
が
彼
に
対
し
て
も
つ
意
味
に 

よ
っ
て
、
決
矩
的
に
影
響
さ
れ
沾

-
!。
職
務
の
有
意
義
性
の
認
識
、
同
^
と
の 

融
和
及
び
監
督
者
に
対
す
る
好
感
は
、
.士
気
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
の
必
須
条
件

で
あ
を
。
'だ
>
ら
、
ー
士
気
調
聋
に
お
、い
て
ば
、
こ
れ
ら
三
つ
め
点
を
究
明
す
る 

^
と

ー

に

卞

重

褒

お

か

れ

る

0:
.

'.
.

-

-

/

:■'
■•
.
 

r

士
気
の
高
揚
さ
れ
て
：い
る
貧
弱
な
組
織
の
方
が
、

士
気
が
頹
廃
し
て
い
る 

最
良
^
組
織
.ょ
..り
、
す
ぐ
れ
た
成
果
を
生
じ
る
こ
-と
.̂
、
著

者

は

知

.
つ
て

.
■
.
C
19) 

, 

.

い
る」

と
.、

ナ

や

ルズ
ぼ
述
ベ
て
'い
る
。
も
し
.そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
機
構
ょ 

り
も
、
h人
間

関

係

の

方

が

重

要

.で
^

る
と
：い
r
こ
：と
に
な
る
。
士
気
は
人
間
関 

，
係

の

核

心

的

部

分

で

あ

り

、
' 

両
者
は
殆
ん
ど.同
視
さ
れ
る
程
で
あ
る
。
高
揚
さ 

れ
て
い
る
士
気'と
；貧
弱
な
組
織‘ど
い
う
の
は
、お
そ
ら
く
対

照

，の
た
め
の
組
合 

わ
せ
で
あ
ろ
う
？
：組
織
の
良
否
：に
よ
つ
て
、
士
気
は
影
響
を
う
け
る
。

一
般
に 

よ
い
^:
織
に
..こ
そ

.'

.よ
い
士
気
が
宿
る
，
と
■い
え
.よ
.う
。....

(
7)

g
a
y
o
,

 

o
p 

p. 21.

(

8
.

) 

J. A
.
c
.

tdrown. T
h
e

 Social Psychology of Industry' 

S
5
4, p, 95.

(

9) 

Koethlisberger, op. cit.. Foreword b
y

 E. Mayo, p. xix. 

(

10
> D

m
c
k
e
r
,

 op. 

c
i
r
p
. 

_

•

(

1)

" Fa
y
o
l
,
:
o
p
'
c

s,.„ 
邦
訳
一
一
四
丨
ー
一
五
頁
。
.

.

〈

2
.

)
êvsonan., 

op. 

c
i
r邦
訳 
ニ 
八
五 

P 一. 一
A
六
頁
。

(

3) 

Fayol,. o
p
.

o
i
r邦
訳 
ニ
O'
頁
。

'
•
,

(

4)

山
本
安
次
郎「

フ
エ
：ィ
ヨ
ル
管
理
論
研
究」

ニ 
0
三
頁
。
 

?
> Fay6l, op. 

c
i
r邦
飘
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一
七
頁
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.
、

(
6) 

N
e
w
m
a
n
,

 

o
p
. 

c
i
r

邦
訳
七
頁
。

(

1 1) 

M
a
y
o
,

 

op. 

c
i
r«
s
r 

(

1 2〕
Koethlisberger, op. 

c
i
r

p. 

115.

(

13) 

Druclser, op. 

cit., p. 

264.

(

y

bdarnard, op. 

cirMs,

(

15) 

s
d
.
, 

p. 

I
 

-

(

16) 

s

fp. 

28B
.

(

17) 

s
p
v 

p* 279.

(

1 8)
w
o
e
t
s
i
s
b
e
r
g
e
r
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op* 

cit., p
.
15. 

s) 

Niles, op. 

cit

•，
邦
訳
 
ニ
ー 

五
貢
。
'

結

び

：

ノ
 

.

終
り
に
当
っ
て
、
幾
つ
か
の
疑
問
の
ぅ
ち
、
ニ
つ

.だ

け

を
提
起
し
.
て
お
き
た 

い
。

一'つ
は
士
気
の
高
揚
に
寄
与
す
る
組
議
造
と

.し
て
の
連
邦
的
分
権
制
に
.

つ
い
て
の
も
の
1
あ
り
、
%
の
一
つ
は
.士
気
の
高
揚
を
可
能
に
す
る
条
件
に
つ 

い
て
の
も
の
で
あ
る
。

連
邦
的
分
権
制
は
、
そ
の
■徹
底
さ
れ
た
形
態
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
労
働 

者
に
人
間
的
能
カ
に
ふ
さ
わ
-^
い
仕
亊
を
与
え
る
。
"
で
れ
は
執
行
と
計
画
と
を 

分
離
す
る
テI
ラ~

の
考
え
方
と
全
面
的
に
衝
突
す
る
。

.
M
者
の
結
合
が
泉
し 

て
可
能
で
あ
ろ5
か
。
可
能
で
あ
？
た
と
し
て
も
、：；
人
間
関
係
の
改
善
の
た
め 

に
、
仕
难
の
能
率
が_
牲
に
さ
れ
る
ょ5
な
こ
，と
は
な
い
で

.あ
ろ
}
か
'0
問
題 

.を
解
く
有
力
な
鍵
は
、
：：：技
術
的
水
準
に

か

が

っ

て

い

る

.ょ

ぅ

で

あ
，る
。:.
'機
械
化 

.
が

高

度

化

し

て

、

オ

ー
ト

メ

1
シ
ョ
シ
：の
時
代
に
な
っ
た
ら
、
掏

者

の

猫

合

株

-

管
理
の
禪
構
七
人
間
関
傭

'

.

可
能
か
も
知
れ
な
い
。

こ
..

の
よ
う
な
窮
極
的
な
形
態
で
、
問
題
を
提
起
す
る
の 

:

は
、
あ
る
い
は
、
妥
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
相
対
的
に
で
も
、
分
権
化
を 

進
め
れ
ば
、
人
間
関
係
を
改
善
し
う
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

組
織
目
的
の
達
成
が.そ
れ
自
体
個
人
的
満
足
の
源
泉
と
な
り
、
個
人
に

と
っ 

て
の
®)
■

と

な

っ

て
い
る
場
合
、
即
ち
共
通
の
目
的
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に 

は
、
組
織
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
意
欲
た
る
士
気
は
確
固
た
る
も
の
と 

な
る
。.し
か
し
n

自
体
に
関
す
る
信
念
め
深
.い
対
立」

が
存
在
す
る
と
、
パ 

丨
チ
ー
ド
は
述
べ
て
い
る
。
組
織
目
的
の
達
成
が
個
人
に
対
す
る
動
機
と
な

っ
 

て
い
な
け
れ
ば
、
士
気
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の

E

的
を
理
解
さ
せ
る 

よ
0.
も
、

の

能

率(efficiency)」

を
強
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

貢
献
を
こ.え
る
誘
因
に
よ
っ
て
生
ず
る
正
味
満
足

(net satisfaction)

が
、 

士
気
の
支
柱
と
な
る
。
か
く
て
士
気
の
安
定
は

K

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。 

誘
因
ル
金
銭
的
か
も
の
に
.限
定
ざ
れ
な
い
。
バ
ー
ナ
ー
ド
は
経
済
的
関
心
を

S

.第 
一
«
的
な
も
の
と
し
て
い.る
。
仕
事
に
：お
け
る
創

意
.
社
会
的
地
位
な
ど
は 

誘
因
と
し
て
有
ガ
.で
あ
る
。
形
式
的
に
は
、
金
銭
：

g

所
得
の
増
大
が
求
め
ら
れ 

て
.い
て
も
、
そ
れ
は
社
会
的
地
位
を
表
示
す
る
險
り
の
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ 

な
い
。
：し
か
し
金
銭
的
誘
因
は
、

.所
得
水
準
が
低.い
場
合
に
は
、
大
き
な
効
力 

を
発
揮
す
る
？

「

協
働
の
能
率

」

.と
い
う
挪
，念
に
お
い
て
、

誘
因
の
具
体
的
形 

態
.は
違
，う
が
、

「

各
個
人
が
最
高
め
能
率
で
働
き
、
：そ
れ
に
相
格
す
る
報
酬
を
う

け
%

-
組
織
を
推
奨
す
る
テ
！
ラ
ー
と
Co
.類
似
性
が
、
見
出
さ
れ
は
：し
な
い
だ

• 

. 

... 

•

ろ
..ぅ
か

。
'

.ン

 
V
'
.
.
.
.
.
.

、
、パー

ナ
ー
.ド
は「

-B
働
自
体
に
閼
す
る
信
念
：の
深
い
対
立

」

の
内
容
を
、
深

.
1へ
\

ニ
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九
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〇(

九
六
六)

V
.

は
、
追
究
し.て
い
な
い
が
、
そ
こ
に
、
近
代
的
諸
条
件
が

.士
気
'の
確
立
を
阻 

ん
ヤ
い
るif
f
態
が
看
取
さ
れ
る
。
個
人
的
動
機
と
企
業

0
的
と
を
背
馳
さ
：せ
る 

近
代
的
諸
制
度
の
問
題
性
が
、
究
明
の
対
象
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

'.
メ 

ィ
ョ
I
も

：

「

一
九
世
紀
の
間
：に
、
科
学
と
，
産

業

と

の

急

速

な

発

達

は

、
：
個
人
の 

集
団
と
の

J

体

性(
i
d
e
l
c
l
n
)

及
び
彼
の
仕
事
に
お
け
る
満
足
：の
感 

情
に
終
也
符
を
打
つ
た

」
と
述
べ
て
い
る
。
.
こ
れ
か
ら
し
て
も
、
現
代
の
社
 ̂

的
情
況
が
士
気
の
高
揚
を
可
能
に
.す
る
条
件
の
確
立
を
妨
げ
て
い
る
事
倩
が
察 

知
さ
れ
.る
の
で
は
な
い
だ
ろ
ぅ
か
。
企
業
を
も
含
む
、
ょ
り
大
き
な
社
会
の
問 

題
は
本
論
で
の
範
囲
を
脱
し
て
い
る
か
ら
、
，
別
：の
機
会
に
、：
そ
れ
は
論
ぜ
ら
れ 

る
だ
ろ
う
。

 

.

.特
殊
な
意
き
で
使
'っ
：て
い
：
る0
協
働
が
有
効
：で
あ
るた
め
に
は
、
換
言
す
る 

'
と
、
協
働
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、:
そ
れ
は
そ
れ
に
参
加
す
る 

個
人
の
動
機
.を
満
足
さ
せ
な
く
て
は
な
あ
な
い
。
そ
ぅ
で
な
い
と
、
協
働
は 

そ
れ
に
対
す
る
個
人
の
貢
献
を
期
待
し
え
な
：い
。，.能
率
ぼ
こ
の
個
人
的
動
機 

の
満
足
に
関
連
'し
て
：
い
：
る
。
：

.能
，率
の.度
合
：は
、
個
人
の
協
働
に
対
す
る
貢
献 

'
.と
_協
働
が
：.個
人
.に
.与
：え
'る
誘
因
:2
:
.に
.ょ
..‘
つ
て
測
定
さ
.れ
.る
。
1 

(

3
>
.
-
パ
ー
ナ
ー
ド(op. 

cit.. 

Preface, 

p. 

x
i
)

は

「

経
済
理
論
と
経 

.済
的
関
心
を
第
一
.

一

義
的——

不
可
欠
な
も
の
で

は

あ

る
が—

位
置
に
引
き 

下
ろ
し
て
、
は
じ
め
て
、
組
.織
.あ
る
い
は
そ
こ
に

お
け
る人
間
行
動
を
理
解 

し
.え
；た」

と
述
べ
て
い
る
.
0:； 

’

(

4) 

Taylor, S
h
o
p

 

M
a
n
a
g
e

日ent. 

F
o
r
e
w
o
r
d

 

 ̂H. 

K* 

To-

w
nCD
'
p
.<£
>
•
. 
ノ

(

5) 

M
a
y
o
'
o
p
.

 

c
i
t
f
p
.
?>

(

1)
B
a
r
n
a
r
d
,

 

o
p
.

 

c
ic+
.-p. 

2<o
f-

(

2)

、.ハ
ー
チ
ー
ド
.(

。ゃ

a

r

p

p

. 

5
6
—
6
1
)

は
こ
の
能
率
と
い
う
用
語
を

経
済
学
史i l

i:
お

け
る
最
低
賃
金
制
論
の
形
成

:

-
 

-
■

は

し

が

き

現
在
日
本
で
最
低
賃
金
制
の
実
施
が
ょ
う
や
く
さ
し
せ
ま
っ
た
重
要
な
課
題 

と
な
っ
.て
き
てい
る
。
そ
.こ
で
筆
者
は
す
で
に
そ
の
歴
史
と
筆
者
な
り
の
政
策 

論

を『

最
低
賃
金
制
論

』

と
-い
う
小
著
に
ま
と
め
た
：の
で
あ
る
が
、
改
め
て
、 

そ
の
最
低
賃
金
制
が
経
済
学
^
ホ
で
ど
の
ょ
う
に
理
論
的
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ 

て
き
た
か
を
歴
史
的
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
と
い

.う
の
は
、
■そ
う 

す
る
こ
と
が
現
在
の
最
低
«
金
制
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
少
な
か
ら
ず
役
立 

つ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
本
稿
で
は
、
そ
の
最
初
の
時
期
に
し
か
ふ 

れ
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、

.
別
の
.機

会

に

発

表

し 

た
い
と
思
う
。

へ

 

一

'

.

'

•

:
 

,

.

わ
れ
わ
れ
が
最
低
賃
金
制
と
呼
ぶ
の
は
、

一

定
顋
の
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金 

.
を
支
私
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
.い
と
い
う
こ
と
'、
逆
に
い
え.ば
、

一
定
額
の
最
低

経
済
学
史
上
'に
お
け
る
最
低
賃
金
制
#
の
形
成

へ.，

： 

'
.

黒.

U
.

川

：
 

'、
俊
：
.

雄
'

.
 

•
 

V
 

•
 

*
 

•*

賃
金
朱
満.の
低
賃
金
：を
支
私
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
ぅ
こ
と
を
国
家
が
使
用
者 

■に
対
し
て
法
律
に.よ
っ
て
一
般
的
に
強
制
す
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ 

え
賃
金
が
上
昇
し
た
り
低
下
し
た
り
す
る
運
動
の

.過
程
で
、
法
則
的
に
そ
れ
以 

下
に
ば
低
下
し
な.い「

員
金
の
®

®

®

」

に
つ
，い
て
！
！
^
学
が
論
及
し
て
い
る 

と
し
て
も
、そ
れ
は
最
低
賃
金
制
論
と
は
い
£
な
い
。

<
た
し
か
に
、こ
の
よ
ぅ
な
，「

賃
金
の.最
抵
限」

.は
、
/ .マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
の 

解
体
の
過
程
を
通
じ
て
多
く
の
経
済
理
論
家
に

よ
っ
.
て論
じ
ら
れ
、
フ
ィ
ジ
オ 

ク
ラ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
そ
の
理
論
的
な
前
提
と
-$
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
，り
、
 

ス
ミ
ス
、
リ
ヵ
ア
ド
な
ど
の
古
典
派
経
済
学
者
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
も 

論
及
さ
れた
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ぱ
、
ま
さ
に
、
'
賃

金

が
.究

局

に

お

い

て

労 

働
者
の
生
存
費
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
み
る

「

生
存
費
説

」

と
し
て
展
開
さ 

れ
て
.き

た
も
の
c-
ん
る
。
そ
し
てf

賃
金
の
最
低
限

」

を
な
す「

生
存
費」

の 

'
内

容

も

、

へ
/-
ィ
I
に

お

け

る

「

ち

.
ょう
ど
生
き
て
い
け
る
だ
け
の
生
活
資

料」

と
い
ぅ
概
念
か
ら
ジ
工
ー
ム
ス
ス
テ
ュ
ァ
I
ト
k
お
け
る
生
活
資
料
の 

「

政
治
的
に
必
要
な
最
低
限
,-
.と
区
別
さ
れ
た

「

生
理
的
に
必
要
な
最
低
限

」

.
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(
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六
七)


